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この 取扱 書 に は , 
・ 手 入れ に つい て 説明 1 


< カローラ ・ セ ダン ・ 4 ドア ・ ハ イ 


それ 以外 の 取り 扱い に つい て は , 異な る 点 の み 説 明 し て 
あり ます 。 
車両 の 仕様 。 そ の 他 の 変更 に より 本 書 の 内 容 が 車両 と 一 
致し な い 場 合 が あり ます の で , あら か じ め ご 耳 承 くだ さい 。 


ルン バン 2 


CONTENTS 


っ お ーー の の 9 な が きま へ 


ご れ だ け は ぜひ 等 り ま じょう :/ 


安全 運転 の た め に 


お 子 様 を の せる と き ーーーーーーーー 5 
壮 備 の 知識 に つい て 

で 科 i の Jo ーー ニー 還 き 
シー ト に つい て - 一 一 ーー 一 ーーーーー10 


シフ ト ・ レ バー の 各 レ ンジ ーー11 


上 手 な 運転 の し か た 
プレ ー キ 。 クラ ッ チ の 
の 
エン ジン を 長持ち させ る 
た め に 22 
経済 的 な 運転 一 一 ーーーーーー 22 
仕業 点検 
点検 個所 25 


故障 を し な いた め に ーー 一 一 ーー 一 
万 一 の と き は ーーーーーーーー ーーーー 6 


スイ ッ チ 。 メー ター に 

Me 13 
運転 を 楽し く .。 据 適 に 18 
悪 路 走行 一 一 ーーーーーーーー- 23 
悪天候 時 の 運転 一 一 ーーーー 一 23 
ーッ 
高速 道路 で の 運転 一 ーー 23 
緊急 処置 23 


人 ン 


= コ 3 


車 の 簡単 な 手入れ と 処置 
Ei 過 So モニ ニニ ニニ ーー ニー ュー の 6 エン ジン ・ オ イル の 交換 29 
バッ テリ ー 液 の 補給 一 一 一 一 一 28 バ パンク の 処置 一 一 ーーーーー30 
吸気 コントロール ・ レ バー タイ ヤ ・ チ ェ ー ン ーーーーーーー31 

の 調節 28 ヒュ ー ズ ,。 ラン プ の 交換 31 
谷 却 水 の 交 換 29 けん 引 に つい て 一 一 ーーーーーー32 
冷却 水 の 補給 29 外 姜 の 手入れ 33 
仕様 と 整備 基準 値 
住 様 一 ーーーーーーーーーーーーーー ーー-34 
整備 基準 値 35 
HO で お きた だ Mo あ 
法令 の 知識 36 排出 ガス 公害 防止 装置 

つい で 37 

トヨ タ 純正 に つい て 一 一 一 一 一 36 
寒冷 地 で の 取り 扱い 
寒冷 地 の 運 転 に つい て - 39 寒冷 時 の 車 の 保守 一 - 39 


あな た の 車 を より 快適 な 


トヨ タ 純 正 ア クセ サリ ー 製 品 一 41 


も の に 


トヨ タ 純 正 キ ヤッ スル 製品 一 一 43 


本 亡 を 防ぐ で だ めい に 


@ バ パー キン グ ・ プ レー キ ・ レ バー は 
走行 する 前 に 必ず 確実 に ちもと まで も ど し , 


イン ジ ケ ー タ ー・ ラ ンプ が 消灯 する の を 
確 め まし ょ う 。 

(パー キン グ ・ ブ レー キ ・ レ バー の 項目 
参照 ) 


ひい た まま 走行 する と ひき ずり を 起こ し ブレ 
ー キ の 効き が 悪く な る 菅 れ が あり ます 。 


/ 


@ バ ッ テ リ ー は 
完全 充電 で も ,。 エン ジン を 停止 し て ラン 
プ 類 を 使用 する と 消耗 が は げ し いも の で 


@ オ イル の 補給 は 
それ 以上 の オイ ル を 使用 し ま 


同 品質 か . 
中 5 


質 の 異な っ イル を 補給 する 
5 L が あり ま 
す 間 


@ ブ プ ブレーキ, クラ ッ チ ・ フ ルー ド を 補給 
する と き は 

同 銘柄 , 同 品質 の フル ー ド を 必ず 使い ま 
まつ 。 

な お : ダン グ 内 に ゴミ が は ゆな いま う 

に 発生 剖 じ し ま も まう 。 

(トヨ タ 純 正 キ ヤッ スル 製品 の 項目 参照 ) 


と プレ ー キ が 効か 
チ は 切れ な く 


クジ ルミ 


@ エ ンス ト し て 始動 で き な く な っ た と き 
1 . 付近 に 人 が いる 場合 は 安全 な 場所 ま 
も ら っ て くだ さい 。 


で 押し て 


2. マニ ュ ア ル ト Nssy ショ ン 車 
の 場合 踏み 切り な ど で 。 急 を 用 する 
と き は . ズ ター タ で 披 要 間 N2C くだ 
さい 。 ギヤ を セカ ンド また は サー ド 
に 天 覆 と ス ア ダ ー タ を まま 。 さこ 
の と き ク ラッ チ か ら 足 を 離し て お き 
ます 。 また 平 担 路 の 場合 は トッ プ に 
する と 早く 動か せま す 。 

3 . 踏み 切り な ど で 抜 け 出せ な い 時 。 列 


車 が 来 そ うに な っ た ら 保 安 炎 筒 で 合 
図 し て くだ さい 。. 


急 高 速 走 行 中 、 バ ンク や バー スト (タイ 
ヤ の 空気 が 急 に 抜け る こと ) し た と き 
ハン ドル を し っ つっ かり も っ て 急 プ レー キ は 

踏ま な いよ うだ も まま 責 

急 ブ レー キ を 踏む と ハン ドル を 強く と ら 

れ 車 が 横転 する こと が あり ます 。 


念 故 障 し た ら 
車 を 路肩 に 寄せ 。 ハザード ・ ウ ォ ー ニ ン 
グ ・ ラ ンプ を 点滅 きせ る か 。 また は 。, 故 
障 車 と わか る よう に 赤旗 な ど を 目 に つく 
どう に 表 策 財 吉 す 。 


> 末 ー 二 証 
テー に 
Pe 
- ユ ーー 
@ 遠 出し て 攻 隊 し 。 な お せな いと き は 


整備 手帳 の サー ビス 網 を ご 覧 に な っ て . 
最 礎 り の 販売 店 へ 連絡 レ ミ レ 中 ら 炉 


いひ 
AM 


人 排気 ガス は 

密閉 し た 車庫 内 で 長 時 間 エ ンジ ン を か け 
た まま に し て お く と 空気 を 汚し 。 ガス 中 
毒 を 起こ す 危 険 が あり ます 。 


念 仕 業 点 栓 は 

故障 を 未然 に 防ぐ た め , 必ず 行ない まし 
Eo 

(仕業 点検 の 項目 参照 ) 


人 @ 定 期 点 検 は 
整備 手帳 に も と ずい て 必ず 行ない まし ょ 


車 の 性 能 を 維持 し 安全 に 運転 し て | 
だ だ くだ め 人 は ほ 大 鐘 な こと で す 症 


お - 子 様 を 乗せ る 


ごとき 
す 


倫 な る べく お と な と 一 緒 に リヤ ・ シ ー ト 
に すね おら 衝 ま し ょ う 。 
助手 席 で は ドラ イ バ ー の じゃ ま に な り ま す 。 


@ ドア の ロッ ク を 確実 に し まし ょ う 。 


[ 了 
し ゴ 
ま 
フュ 


信 車 か ら 離 れる と き は , お 子 様 を 一 緒 に 
連れ て ゆき まし ょ う 。 


室内 に お 子 様 を 残し て お く と 思い が け な い 事 
故 が 起き る 場合 が あり ます 


一 これ だ け は ぜひ 守り 


人 @ 窓 か ら 顔 や 手 な ど を 出さ せな いよ うに 
し まま も ょ うら 

思い が け な い けが を する こと が あり ます 。 
対向 車 や 、 後続 車 に 迷惑 を か け , また マナ ー 


四 反 で す 。 


OS く 』 ツ アンツ フラ 


この 取扱 書 に は 次 の 車両 に つい て 説明 し て あり ます 。 


車 殊 
称 | 2 R B ジック ドジ 


1200 ス タン ダー ド | KE30KR | KE30-KRF 5 区 婦 
1200 デ ラッ クス | KE30-KD | KE30-KDF に 0 人 
y | KE30-CD | KE30-CDF 隊 要 も 
1200 ハ イデ ラッ クス | KE30-KN |KE30-KNF | 3K- 重 
| KE30-MN | KE30-MNF | 3K-H 
KE30-CN | KE30-CNF | 3IReH 
1200S L | KE30-KSBR KE30-KSFBR | 3K--BR 
| KE30-KSB KE30-KSFB | 3K-B 
| KE30 一 MSBR KE30-MSFBR 
KE30-MSB | KE30-MSFB 3K-B 
1400 デ ラッ クス | TE30-KD TE30-KDF 
/ TE30-CD TE30-CDF 
/ | TE30 一 甘 D | TE30-HDF | 
1400 ハ イデ ラッ クス | TE30-KN TE30-KNF 
TE30-MNF 
TE30-CNF 
TE30 一 HN TE30-HNF 
1400S し | TE30-KSBR | TE30-KSFBR 
TE30-KSB TE30-KSFB 
| TE30-MSBR | TE30-MSFBR 
TE30-MSB | TE30-MSFB 
TE30-HSBR | TE30-HSFBR 
| TE30-HSB | TE30-HSFB 
1600 ハ イデ ラッ クス | TE31 一 KN | TE31 一 KNF 
/ | TE31-MN | TE31-MNF 
/ | TE31-HN | TE31--HNF 


HH 


ーーーー- ーーー 


1600GSL 。 | TE31-KZBR | TE31-KZFBR 
31 抹 灯 - 十 下 玉 1 三 生 2 呈 中 
TE31-MZBR | TE31-MZFBR 
TE31-MZB | TE31-MZFB | 
TE31-HZBR | TE31-HZFBR 
TE31-HZB TE31-HZFB 


ま 電 と ea 小 ・ 
4 速 マ ニュ アル 。> 


4 速 マ ニュ アル ・ 
5 速 マ ニラ アル ・ 


9 オート マチ ゃ 
4 速 マ ニュ アル ・ 
5 速 マ ニュ アル ・ 
の 5E2ーー ホ < チ 
4 速 マ ニュ アル ・ 
4 束 マ ニュ アル ・ 
5 衣 示 285 三 ユア ル ・ 
5 朱 Z 主 ュ ア ル ・ 


大 777DNZIIINS 


人 7 詳 介 人間 77 仙 | 失 4 


| 安全 運転 の た めこ ご 


人 @ 正 し い ド ライ ビン グ ・ ボ ポジ ショ ン は 
急 カ ー ブ や 振動 に 対し て 身体 が ふら つか 
ず , 両手 両足 を 敏速 か つ , 正確 に 動か せ 
る 姿勢 で す 。 

また 前 後 の 視 界 が 十分 確保 で き , 長 距 離 
軍 転 に も 疲れ な い 姿 勢 で ある こと も 大 切 
人 の 。 

(シー ト の 調整 の 項目 参照 ) 


レス ト の 
, 間 は に ぎり こぶ し 
の 幅 以 上 あけ な い 
よう に し まし ょ う 。 


ヘッ ツ ド ・ 


@ セ ー フ ティ ・ ベ ルト は 

必ず 装着 し て 運転 し まし ょ う 。 

腰 ベ ルト は 腰骨 の 位置 に ぴっ た り と 装着 
まし ょ ろ 。 
(セー フ テ ィ 
参照 ) 


・ ベ ルト を 忘れ ず に の 項目 


腹 の 位置 に か け 
の ど 廊 三 この ちぎ き 
身体 に くい こみ 
危険 で す 。 


| 還 還 昌 昌 間 昌 昌 間 間 昌 長 い 寺 道 を 下る 場合 は 


エン ジン ・ プ レー キ を 活用 し まし ょ う 。 
(ブレーキ, クラ ッ チ の 使い 方 の 項目 参 
照 ) 


ラン テ 
革 コ デー 
ー フー ト ・ ブ レー キ を 踏 
2 み 続け る と ブレ ー キ の 


効き が 悪く な る お それ 


が あり ます 。 


@ タ イヤ は 

1 . 走行 前 に 必ず 空気 圧 を 点検 し まし ょ 
う 。( タ イヤ の 空気 圧 の 項目 参照 ) 

2 . 摩耗 し て 溝 が 浅く な っ た ら 取 り 替 え 


まし ょ う 。( タ イヤ の 溝 の 深 さ の 項目 
参照 ) 


走行 中 バンク, バー 
スト を 起 し や すく な り 
N 危険 で す 


釜 プ レー キ ・ ブ プ ブースター 付き 車 は 
走行 中 に エン ジン を 停止 させ な いで くだ 
き 電 5 エンジ シ が 人 悼 邊 する プレ ー キ ・ 
プー スタ ー が 作用 じ な い の で プレ ー キ の 
効き が 悪く な り ま す 。 


但 ジ ャ ッ キ を 使用 する 時 は 
所 定 の 位置 に 確実 に セッ ト し まし ょ う 。 
輪 止め 、。 パー キン グ ・ ブ レー キ を 忘れ ず 
を 


(パン ク の 処置 の 項目 参照 ) 


ジャ ッ キ が は ずれ る と 車 が 急 に 
傾き 大 変 危険 で す 。 


@ エ ンジ ン を 停止 し て 移動 する 場合 は 
(けん 引 さ れる 場合 な ど ) 

エン ジン ・ ス イッ チ を 一 度 ON に し て か 
ら ACC の 位置 に し まし ょ う 。 

スイ ッ チ の 項目 参照 ) 


0 ジン ポン ラン 


ドア ・ ア ウト サイ ド ・ ハ ンド ル 


サイ ド ・ タ ー ン ・ シ グ ナ ル る 
クノ ザー ド ・ ウ ォ ー ニ ング ・ ラ ンプ 


ロジ トド ト ・ タ ー ショ ョ ンク カル ざさ 


4 1 ラ > ペー キー EE 
ーー に 05 の ラモー ニー レン ンー ドン フン の ん クリ アラ ンジ ンス WE パー キン グ ・ ラ ンジ 


シッ ジン ンー フー ツン ド 


Re シェ グーン デー ュー ラニ ンジ 
1 ター ン シ グ ナル る 
ハザード ・ ウ クタ 35R55 


テー ル & ス トッ プ 
& パ ー キ ング ・ ラ ンプ 


反射 器 の セッ ンズ スタ デレ 下 マラ ジン ダグ 


サイ ド - ベ ンチ レー ター 


で tc | 


EE の) 月 (に - 二 考 
2 
圏 キ ー の 確認 を し まし ょ う 。 


(すべ て の キー・ シ リン ダー に 使用 ) 

| 文 注意 2 

キー・ ナ ン バ ー を ひか えて お きま し ょ う 。 
万 一 , キー を 紛失 され た と き は トヨ タ の 
販売 店 で は , キー・ ナ ン バ ー を お 知ら せ 
いた だ けれ ば , スペ ア ・ キ ー を 作る こと 
器 で きま す 。 


上 ジ 0 ニン 8 ニニン < ファ ーー つ ィ ーー 
パーキング -・ プ レー キ 
イン シンジ ケ クー タ ー- ラ ンプ 
= ビ リレー ラニ ーー ンク ドラ ンプ 


ター ン ン シグナル る 
2 フー ジマ クン 2 こ ベ イッ チ 


ジ ガ レッ トライ ター 9 ニー ニン:o 諾 ダーン 
灰皿 


グロ ー プ ・ ボ ックス を 


ビー タク ーー コリ ジジ トロ 形 


ジン ジン シャ ジ 一 ド ・ 
ワイ ノ パー る & る ウォッシャー・ ス イッ チ ロッ ク ・ レ リー ズ ・ レ バー 
ヒュ ー ズ ・ ボ ックス 

ドア に つい て 


プイ シンド トッ 


・ レ ギュ レー ター・ ハ バン ドル 
@ ニ 装備 の 知識 に つい て 


ドア を 開け る と き は 


外側 か ら …… 
ドア ・ ア ウト サイ ド ・ 


二 チュ 去 、/ 十 
ご < は ば 
方 去 ae 二 
/ ネ 、 9 


Ai 


ドア を ロッ ク す る と き は 
車内 か ら ロ ッ ク す る と き 


を RSEETGES 2 に aaz ・ 


ドア ・ ロ ッ ク ・ ボ タン を 押え ます 。 


レス ド アー…… 


7 23EIGW ク 6 に 


レバ ー を 押え ます 。 


ハン ドル を 持ち 上 


・ ハ ンド ル を 手前 に 


ドア と も 


車外 か ら キ ー を 使用 し て ロッ ク す る と き 
フロ ント …… キー を 写真 の 方 向 に 回 し ま 
丈 。 

車外 か ら キ ー を 使用 し な いで ロッ ク す る 
と き 

フロ ント …… ド ア ・ ロ ッ ク ・ ボ タン また 
は ドア ・ ロ ッ ク ・ レ パー を 押し . ド 秘 交 束 
ウト サイ ド ・ ハ ンド ル を 引き あげ た まま 


ドア を 閉め ます 。 


リヤ (4 ドア の み ) …… ロッ ク ・ ボ タン 
を お さえ , その まま し め ま す 。 


廊 注意 4 
キー を 車内 に お きわ すれ な いよ うに し ま 


2 ドア 車 の クォータ ー・ ウ ィ ン ド ゥ の 開 
閉 ーー 


し 


前 ヒン ジ 後 開き で , 開い た と き の ス テー 
が 閉じ た と き の ロ ッ ク 装 置 に な っ て いま 
9 吉 

開 開 は. ステ ー の レバ ー 先 端 を も っ て 行 
28MS ま (9 す 。 


圏 エ ンジ ン ・ 


E 室 = 


① 計 器 盤 且 下 の ノ ブ プ を ひき ます 。 ロック 
が は ずれ ・ ラ ッ チ が か か 


フー ド を 開け る に は 


ケー プー フ 3 


っ た 状態 に な り ま す 。 


・ フ ー ド の すき 間 に 手 を 入れ 
セー ステ ィ バ ラッ ルッチ を は すず し エン シレ ャ 
フー ド を いっ ぱい 開け て . 
の うだ = ブー ド を 軸 定 し ます 。 

(M 朋 中 る と き は フード 


フー ド ・ ス 


ステ ー を 下 ({ 
を 静か に お ろ し ます 
療 ひ フー ド 先 端 を 上 か ら 押し つけ て 完 
全 に ロッ ク し ます 。 
| 大 注意 4 


RI 


の ジー トー 


カバ ー を 開き (写真 参照 ) キー を さ し こ 
ん で 友 に まわ し 。 さ ら に キャ ッ プ を 堪 に 


まわ し て は ず し ます 。 


は め る と き は , 裏側 の きり か き に 合わ せ 
て 有 有 に まわ し , キー を さ し こ み 族 錠 し ま 
9 
使用 ガソリン 

3K--H, 3K 一 BR .T 

一角 BR。 (2 征 

2 クーBR 


3 括 一 紅 . ず ーー 呈 。 2 ドニ 月 


画 ト ラン ク を 開け る に は 


ー を さ し こ み 右 に 回 し ます 。 
閉じ る と き は , 上 か ら 手 で 押え つけ れ ば 
ロッ ク し ます 。 

友 - 注 - 友 コ 
キー を トラ ンク 内 に 
アテ 2 に 


宮 の が な 上 まき に し ま 


較 / ル レー ム ・ ラ ンプ と ドア の 関係 は 


少 三 上 ぶ ・ ラ ンプ ・ ス 性 位 き 入 に な っ 
で め ま す 。 

の 商 ャ ーー ドア の 開閉 に 関係 な く 占 灯 
DOOR…… ドア を 開い た と きのみ 点灯 
OFF…… ドア の 開閉 に 関係 な く 消 灯 
Po 


0 き 生 まつ し う で ーー 


ト ・ シ ー ト の 位置 を 調整 
層 、 ま うう 
シー ト の 位置 調整 は 。 正しい ドラ イ ビ ン 


園 フ ロン 


グ ・ ポ ジ シ ョ ン で 運転 する た め に 必要 な 


る と です ず す 。 

ペダ ル を 十分 に 踏む こと が で き , ゆとり 
の ある 位置 に 調整 し まし ょ う 。 

前 後 位置 調整 

シー ト 前 の シー ト ・ ア ジャ スト ・ レ バー 


を 内 側 に 押し て いる 間 , 前 後に 移動 で き 
まず 。 

調整 後 は 。 シー ト が ロッ ク さ れ た こと を 
確認 し まし ょ う 。 

2 ニング 半 


| スタ ンダ ー ド を 除く 全車 標準 
| スタ ンダ ー ド オプ ション 


ー ト 横 の リク ライ ニン グ ・ ア ジャ スト 


ンー 


・ レ バー を 引き 七 げ 6 育 も た れ の 角度 
を 調整 し ます 。 
適切 な 位置 に し た 後 ,。 レバ ー を は な す と 
固定 され ます 。 


車 が 動い て いる と き の 調 整 は 運転 姿勢 が 
くず れ 危 険 で す 。 


画 2 ド ドア 車 の リヤ ・ シ ー ト へ の 乗 


り 了 り は 


| 除く スタ ンダ ー ド 車 | 


助手 席 の リク ライ ニン グ ・ ア ジャ スト 

レバ ー を 引き 上 げ る か また は 後ろ 下 側 の 
ペダ ル を 踏む と 自動 的 に シー ト が 倒れ . 
前 へ 移動 し ます 。 

リヤ 席 の 乗り 降り に 便利 で す 
シー ト ・ バ ッ ク を 起こ せ ば , 

ジグ さ 私 ます 。 


ドド ほ 理 


| スタ ンダ ー ド | 


ワリ 


い 持 ち 上 げ 
"2 技 
写真 の よ うに し て 背もたれ を 前 に 倒し , 
乗り 降り し ます 。 


画 セ ー フ ティ ・ ベ ルト を 忘れ ず に 
運転 する と き は , 必ず セフティ ・ ベ ルト 
Pal の な お IESEO 


ベル ト は いつ も 清潔 に し て お きま し ょ う 。 
Mie 29 あ 月: 
お , 汚れ を 落す に は , 中 性 洗剤 で ブラ ッ 
シグ で で でぶ きど つっ で くだ さい 。 
フロ ント シー ト 用 は 標準 備 , リ ヤシ ー 
記 2 ポ ブン シン ゴン で ま 。 


装 六 方 法 ベル ト の 調整 
1 . シー ト を 運転 し や すい 位置 に 調節 し < 長く する 場合 > 
ます 。 A 部 の ベル ト を 水平 方 向 に 引っ ぱり 長く 


2 . 巻 取 装置 か ら ベ ルト を 引き 出し ね じ 


を バッ クル に は め ま す 。 


B 部 の ベル ト を 引き さき さ 


げ ベ ルト を 短 か く し 


An」 


中 


アレ ー ト が バッ クル に は ま ら な い 時 は べ 
- が 長く な る よう に 調整 し ます 1 . 1 本 の ベル ト を 2 人 で 使用 する こと 
+ < 細 和 に ダー. 
3 . 巻 取 壮 置か ら ベ ルト を いっ ぱい に ぉ 』 お 
・ 共 民 半 直 が か が ら ベ ルト を いっ ぱい に 引 
の ( 使用 する こと は 。 さけ て く た 


き 出 し 腰部 の た る み が な く な る まで 
局 ベ ルト 部 を 引き 上 げ ま す 。 


「 ル 


4 . 有 移 と ベル ト 問 に に ぎり こぶ し が 入る 
位 の 余裕 が ある よう に 肩 ベ ルト 部 を 


画 ミ ラー の 調整 を し まし ょ う 。 OO 


(人 ジョ た ーー リリ EK に ーー な ーー 


ジジ ント ・ レ ノバ ーー の 
2 ミ クン | の 二 2 

後方 視野 が 十分 に 確認 で きる 位置 に 調整 
ニ 較 マ ニュ アル レル ・ ト ラン ジン スミ ッ シ ョ ン 


4 速 フ ロア ・ シ フト 


アウ ターー・ りり 計 ささ ビ 


| キー 


の 


ーー 
3 


・ リ ヤ ・ ビ ュー・ 


1600 全 車 標準 
その 他 オ プシ ョ ン 


防 財 


夜間 走行 の 場合 。 後続 車 の ライ ト が ミラ 
ー に 写り 。 ま ぶし いと き に 使 腫 ます 。 
ミラ ー の 下 に ある レバ ー を 手前 に ひく と 
後続 車 の ライ ト の 反射 が 弱く な り . 後続 
車 が 確認 し や すく な り ま す 。 


防 皮 が 必要 な く な っ た 時 は 。 レバ ー を 押 


レバ ー を 持ち あげ て 右側 に 引い て か ら シ > 


- 各 レン ジ の 入れ 方 「 動 の 操作 で も 運転 で きま す 。 
( 3 速 オ ー ト マチ ッ ク ) つ 急 坂路 を くだ る と き は 。 スピ ー ド に 応 
mm 粒 その まま 動か し ます .。 じ で まだ ほ ② に 入れ て 、 - 台 区 地 ン ・ 
Fsc- レバ ct と パー キン グ ・ レ ンジ プレ ー キ を か け ま す 。 
40 の し 駐車 お よび エン ジン を | 〇 追い 越し な ど で 急 加速 を し た いと き は . 
( 2 速 オ ー ト マチ ッ ク ) Y 始動 する と き の 位置 アク セル ・ ベ ペダ ル を いっ ぱい 踏み 込む 


日 と , レバ ー は ⑪ で も , ギヤ は トッ プ か 


ーー に ジ ら セ カン ド ま た は ロー ギヤ に 切り か わ 


ク 
駐車 お よび エン ジン を 胃 車 を 後退 させ る 位置 っ て 急 加速 が で きま す 。 


放 始動 する と き の 位置 E ーー キッ ク ・ ダ ウン 操作 
1 リバ ー ス ・ レ ンジ BS22 ン を か ける 分 置 
6 四 を 後退 させ る 位置 | ドラ イブ ・ レ ンジ お SSC 
コン トロ ー ル ・ レ バー・ ボ タン を 押し て 了 ニュ ー ト ラル ・ レ ンジ 通常 の 走行 を する 位置 SE ツブ プレ ー キ を 引き ⑩ ま た は 


動か し ます 。 
また イン ジ ケ ー タ ・ プ レー ト は ライ ティ ン 
イッ チ が ON の と き 照 明 さ れ ま す . 


エン ジン を か ける 位置 た P レ <- 


ト 式 EE ンド クン ・ ァ | ジ モコ ee GS 
ドラ ゴブ プ ・ レ ンジ エン ジン ・ ア 本 あの 2 . と ⑯ へ は , 必ず 車 が 完全 に 止ま っ 


人 通常 の 走行 する 位置 必要 な と き に 使う 位 軒 て か ら と 
ロー・ レ ンジ ピー 3 . 停車 中 、 また は 以外 で は エン ジ 
強い エン ジン ・ プ レー 


っ 、 ヽ 。 さこ ゞ ヽ ーー ーー に ーー R ーー R い 
DE ジン ジジ シ ジ リラ ニー ン を 高 回転 し な いで くだ さい 


< 
「* 


の 83 


3 B と /、 可 ナ 。 と 素 に 合 っ と と 2 = き 3 
キ が 必要 な と き に 使う キ が 必要 な と き に 使う 4. アク セル ・ ペ ダル を 踏み 込ん だ まま 


(の 
ヽ 
\ 
\ 
ざ 
O 
いり 
2 
M 
< 叶 
(C) 
アデ 
選 
5 
洋 
/ 


運転 の し か た ) アク セル ・ ペ ダル を いっ ぱい 踏み 込む 5 
( 2 速 オ ー ト マチ ッ ク ) 。 - レ ガー は ほ ⑩0 で でも, ギヤ は いぶ イィ だ さい 。 
〇 通常 ① で 発進 する と ロー・ ギ ヤ か ら . ヤ か ら ロ ー・ ギ ヤ に 切り か わっ て 急 加 

スピ ー ド に より ハイ ・ ギ ヤ に 自動 的 に 束 で きま 

か わり ます キッ ク ・ ダ ウン 操作 
CO だ 北 = トラ ン 丸 ミラ ショ ジン 車 を ( 3 速 オ ー ト マチ ッ ク 9) 

表 に 、 (から 発進 し 。① へ と 手動 の つ 通 常 は ひで 発進 する と ロー・ ギ ヤ か ら 
作 で も 運転 で きま す スピ ー ド に より セカ ンド ・ ギ ヤ に , ト 
〇 急坂 路 を くだ る と き は 。⑩ に 入れ て . ッ プ ・ ギ ヤ に と 自動 的 に か わり ます 。 

エン ジン ・ ブ レー キ を か け ま す マニュア ルー トド テラ シネ ミッ ショ ジ 組 に 


〇 追い 起 し な ど で 急 加速 を し た いと き は . 同様 に 、① か ら 発進 し 。② 只 ① へ と 手 


キー を 抜き 差し 
で き る 位置 。 
キー を 抜く と ハン ドル が ロッ ク さ れ 人 盗難 
防止 に 役立ち ます 。 


人 業 - た で 
心 ジョ ンジ 4 お SN の ズ ベ 


LOUOUK 


テレ オ の 聞け る 位置 。 


EE 


STAHT 
動 す る 位置 。 


手 を 離せ ば 自動 的 に ON に も どり ます 。 
ロッ ク 

キー を ACC か ら LOCK の 位置 に する 
と き は , プッ シュ ・ ボ タン を 押え て 回 し 
ます 。 

アン ・ ロ ッ ク 

キー が LOCK か ら ACC に まわ ら な い 


と き は , ハン ドル を 軽く 左右 に まわ し な 

が ら エ ンジ ン ・ キ ー を ACC の 方 向 に ま 

わす と は ずれ ます 。 

| 婦 注意 4 

1 . エン ジン 停止 時 スイ ッ チ は LOCK 
また は ACC の 位置 に し て お きま し 
よう 。 
長 時 間 停止 する と き は LOCK の 位 
記し て くだ さい 。 
ON の 位置 で 放置 する と バッ テリ ー 
あがり の 原因 に な り ま す 。 

2. エン ジン が か か ら な いと き , 無理 に 
その まま START の 位置 で 長 時 間 回 
さ な い で くだ さい 。 バッ テリ ー が あ 
が り ま す 。 

3。 エエ シ ジン な 中 め で ラジ オ ま 人 内 デ 
・ ス テレ オ を 長 時 間 つ け て お く と バ 
ッ テ リ ー あ が り の 原因 に な り ま す 。 

4 . エン ジン が か か っ て いる と き キ ー を , 
START の 位置 に 回 さ な い よう に し 
まま お 2 
スタ ー タ ー が 無理 に か みあ い 破 損し 
ま 。 

5 . 走行 中 は キー を 絶対 に LOCK の 位 
赴 ま で 回 さ な い で くだ さい 。 
危険 で す 。 


| 
| 
| 


| 


画 チ ョ ー ク 

オー トマ チッ ク ・ チ ョ ー ク 車 は 窒 冷 時 。 
エン ジン を 始動 する と き に , 自動 的 に チ 
ョ ー ク が は た らい て , 始動 を 容易 に する 
よう に な っ て IM ゆま. あ 。 

オー トマ チッ ク ・ チ ョ ー ク 付 車 以外 は チ 
ョ ー ク ・ ボ タン で 操作 し ます 。 


あー ドッグ ゲー 沈 紹 叶 
① エ ンジ ン を 始動 する 前 に アク セル ・ ペ 
ダル を 次 の よう に 跳 み 込み ます 。 
| 踏む 回 数 
と | 
寺 5C 以 上 軽く 1 回 


前 Eo (1 
ー10C 以 下 


いっ ぱい 1 一 2 回 


いっ ぱい 2~ー3 回 


② ア クセ ル ・ ペ ダル か ら 足 を 離し エン ジ 
ン を 始動 し ます 。 
③ し ば らく 暖 機運 転 を し ます 。 
「 オートマチック ・ チ ョ ー ク が 働い 
て いる 間 は , アイ ドリ ング 回 転 数 
は 通常 より 高く な っ て いる の で ア 
クセ ル ・ ペ ダル を 踏ん で いる 必要 
は あり ませ ん 。 
(《④ エ ンジ ン が 暖まっ て か ら 再 び ア クセ ル ・ 
ベ ダ ル を 踏み 込ん で か ら 離 し ます 。 
アク セル ・ ペ ダル を 踏み 込む と , 
ナ ョ デーン が も と ワリ プイ ドリ ジン 再 
いし 転 に な り ま す 。 


三共 備 の 知識 に つい て 


チョ ー ク ・ ボ タン 
| T 2 T 型 エン ジン を 除く | 


エン ジン が 冷え て いる と き に は 

① チ ョ ー ク ・ ボ タン を いっ ぱい ひき ます 。 

アク セル ・ ペ ダル を 踏み 込ま な いで エ 
ンジ ン を 始動 し ます 。 

「 始動 直後 エン ジン の 回 転 が 不 円 滑 ] 
な 場合 は , 円 滑 に な る まで ,。 ペダ 
い ル を 踏み 込ん で くだ さい 。 

③ 始 動 後 チョ ー ク ・ ボ タン を ノッ チ ( カ 
チッ と 音 が する 位置 ) の と ころ まで 戻 
し , 十分 暖 機 運転 を し ます 。 

〈④ エ ンジ ン が 暖 た まる に し た が っ て , チ 
ョ ー ク ・ ボ タン を 徐々 に も と に も ど し 
ま 

た 天 - 生 宮 ヨ 

エンジ シン が 呆 ま っ た ら チ ョ ー ク ・ ボ タン シ 

は 必ず も ど し て くだ さい 。 

チョ ー ク ・ ボ タン を 引い た まま に し て お 

く と ,。 エン ジン が 不調 に な っ た り , 燃料 

消費 が 多く な り ま す 。 


画 ハ イ ビ ー ム - イ ンジ ケー ター- ラ ンプ 
ヘッ ドラ ンプ が ハイ ビー ム の と き 。 ハイ 


ビー ム ・ イ ンジ ケー ター・ ラ ンプ が 点灯 
(青色 ) し ます 。 
画 ター ン - シグナル ・ イ ンジ ケー 


ター・ ラ ンプ 
右折 また は 左折 の と き , それ ぞ れ の ター 
ン ・ シ グ ナ ル ・ イ ンジ ケー ター・ ラ ンプ 
が 点灯 (緑色 ) し ます 。 


2 眼 メ ー タ ー 
| 除く SL, GSL 


呈 フ ュー エル ・ ゲ ー ジ < 凌 料 計 > 
ビ 満 量 


E に 近づい た ら 
早め に 料 料 を 補 
FUEE 給 じ て くだ さい 。 


Gt こそ 1 


エン ジジ “スイ タチ が ON の と き に フラ 
ー エ ル ・ タ ンク 内 の 燃料 の 量 を 示し ます 。 
エン ジン ・ ス イッ チ が ON 以外 で は , 指 
針 は E よ り 下 の 位置 に あり ます 。 


ヒー ト ・ 


ハイ ビー ム ・ イ ンジ ケー ター・ ラ ン 
オド メー ター 
スピ ー ド ・ メ ー タ ー 


画 フ ュ エ ル - ウォー ニン グー- ラ ンプ 
< 燃料 残 量 警 告 灯 > 

| ハイ デラ ックス ,SL,GSL | 
エン ジン ・ ス イッ チ が OO N 0 き 2E ま 二 
エル ・ タ ンク 内 の 残 量 が 5 以下 に な る 
と 点灯 し 警告 し ます 。 
男 ヒ ー ト ・ ゲ ー ジ < 水温 計 > 
エン ジン ・ ス イッ チ が ON の と き に 冷却 
水温 を 示し ます 。 
エン ジン ・ ス イッ チ が ON 以外 で は , 指 
針 は じ よ り 下 の 位置 に あり ます 。 
指針 が レッ ド ・ ゾ ー ン を 示す と き は , 冷 
却 水 の 有無 。 漏れ お よび ファ ン ・ ベ ル 
ト の ゆる み 等 に つい て 点検 し て くだ さい 。 


オイ ル ・ 


ーー ンー こ 


ン ペ パー ギン シン ンー・ ア ビー キ ・ イ ンジ ケー スタ =・ 


レン クン バン タレ = 


較 ス ピー ド ・ メ ー タ ー 

指針 は 車 の 走っ て いる スピ ー ド を 示し 約 
100km/h 以 上 に な る と チャ イム が 鳴り 警 
告 し ます 。 チ ャ イム が 鳴っ て いる と き 指 
針 が 振れ る こと が あり ます が 異常 で は あ 
り ま せん 。 

画 オ ド ・ メ ー タ ー 

走行 し た 総 距離 を km の 単位 で 表わし ます ., 
白地 に 黒文字 は , 100m の 単位 で す 。 


プレ ッ シ ャ ー・ ウ ォ ー ニ ング ・ ラ ンプ 


ンー シン 
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に ント メー 


に UK ケーン < メーー クー 。 ラッ ラグ 


ププ ュー エル ウォ ー ニ ング ショア 
フフ ュー エル ・ ゲ ダ ゲージ 
ラニ ェ ン ニー ンジ ン ニテ ニ ェ ーー ニン ニン コク シン テラ 。 


@ 王 装備 の 知識 に つい て 


ト リッ プ ・ メ ー タ ー 

| 除く スタ ンダ ー ド | 
オド ・ メ ー タ ー と 共に 走行 し た 距離 を 表 
示し ます 。 
ある 区 間 ま た は , 期間 に 走行 する 距離 を 
知り た いと き 0 に も ど し て 使用 し ます 。 
ひ に お も, どす を き は sm た りり ws を っ る ニタ ーー 
・ ノ プ を 押せ ば 0 に も どり ます 。 
画 バ パー キン グ - プ レー キー イン ジ ケ 

本 

エン ジン ・ ス イッ チ が ON の と き パ ー キ 


ング ・ ブ レー キ ・ レ バー を 引く と 点灯 ( 赤 
色 ) じ ま ず 。 


較 チ ャ ー ジ ウォ ー ニ ング ・ ラ ンプ 
* 充 電 警 告 灯 > 


エン ジン 回 転 中 , 充電 系 統 が 異常 の と き 

に 点灯 し (赤色 ) 警告 し ます 。 

た だ し 。/ 生 シ ジ 芝 俸 由 中 に モン ジン ・ ス 

イッ チ を ON に する と 点灯 し , 始動 する 

と 消灯 じ ま す 。 

画 オ イル - プ レッ シャ ー- ウ ォ ー ニ 
ング ・ ラ ンプ < 油圧 警告 灯 > 

エン ジン 回 転 中 , 潤 消 系 統 が 異常 の 時 に 

点灯 (赤色 ) し 警告 し ます 。 点灯 し た まま 

の と き は オイ ル 量 を 調べ て くだ さい 。 

た だ し , エン ジグ ジ 覆 貞 中 ほほ モン シテ ジャ え 

イッ チ を ON に する と 点灯 し , 始動 する 

と 消灯 し ます 。 


画 タ コー メー ター | SL.GSL の み | 
エン ジン 回 転 数 を 示し ます 。 

赤色 は レッ ド ・ ゾ ー ン と いい 指針 が レッ 
ドド es ペー ン に ある と きい ば 。 エンジン み が オ 
ー 全 ラン を 芝 で ゆい る こと な 誠二 まま 
指針 が レッ ド ・ ゾ ー ン に は いら な いよ う 
に し て くだ さい 。 


95 2 ポー ン 
1200(3K 一 B,、 3K 一 BR )…6700 回 転 
1400( エ ーB.、 エーBR )………| 6300 回転 
1600(2T。 2TーB.2T--BR) 

2 。 6300 回 転 
ンー IO ジーー ン ーー 


瑞 ラ イト 消し 忘れ 克 告 灯 


| SL, GS し 標準 | 
| ハイ デラ ックス オプ ショ ン | 


ーー 


ライ ティ ング ・ ス イッ チ が ON の まま エ 
ンジ ン を 停止 し た と き に 点灯 (赤色 ) し 
ライ ト の 消し 忘れ を 警告 し ます 。 

画 時 計 

| 1600 ハ イデ ラッ スク ,SL,GS し 標準 
スタ ンダ ー ド , デ ラッ クス ,1200・1400 
ハイ デラ ックス オプ ショ ン 


時 刻 調整 は . つま み を お さえ た まま まわ 
し て 行ない ます 。 


ター ニー シグ チル - イ ンジ ケー ター- ラ ンプ 


ヒー ト ・ ゲ ー ジ 


に リレー ンズ 1 スロ ツリ ンタ コバ ーー ・ ジン ーー ジジ ング o 


デミ ーー9 じ ぃ ウォ ーー シグ <- ラ シン 


ブッ メ ニタ ーー メア 
ライ ト 消 し 忘れ 警告 灯 


@ 半 備 の 知識 に つい て 


フュ ー エ ルー・ ゲ ー ジ 


画 タ ー ン - シグナル 冬 ラ イ テ ィ ン 
ゲ ・ ス ゴイ あ 


ター シャ シダ ナル ニ スイ ッ チ 和志 示 琴 
右左 折 の と き 上 図 の よう に 操作 し ます 。 
操作 し た 順 の ター ン ・ シ グ ナ ル ・ ラ ンプ 
が 点滅 する と と も に ター ン ・ シ グ ナ ル ・ 
イシ ジ ケ ー タ ーー ラン プ ガ が 吉 減 じ ま す 。 
ハン ドル を も と に も どす と レバ ー は 自動 
的 に も どり ます 。 

友 注 意 


ナ ュ 1 
* コ 、 V 


ハン ドル 操作 が 少 

自動 的 に も どら な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の と き は 手 で も ど し て くだ さい 

ヘッ ド ・ ラ ンプ ・ ホ ー ン ・ ス イッ チ と し て 
レバ ー を ロー・ ビ ー ム の 位置 か ら 手 前 に 
引い て いる 間 ヘ ッ ド ・ ラ ンプ の ハイ ・ ビ 
ー ム が 点灯 し ます 。 高速 道路 で 先行 車 を 


追い 越す と き な ど の 合図 と し て 使い ます 。 


ディ イマ ー~ ズ イッ チ と し て 

ef >・ 選 一 ム と ロー・ 太一 の 衝 り 挟 え 
し まま 。 

夜間 先行 車 や 対向 車 の ある と き は ロー・ 
に KK だ に し て べべ へ だき M3。 


ライ ネ デ ッ タッ ダッ デス イッ 基 よ も て 


ライ ティ ツー| ズ イッ ウシ チ は あー シン テグ 
5809: ッ チ と 俳 用 に な っ て お り 。 エ 
メジ シー スズ イッ チチ に 関係 な く ラ ンプ つ 
きま す 。 

① お よび ② の 位置 で それ ぞ れ 次 の 〇 印 の 
ラン プ が 点灯 し ます 。 


灯 火 


2 の CMEPSer 4 


クリ アラ ンス ・ ラ ンプ ( 車 幅 灯 )| 


ーー 


・ ラ ンプ 


ライ セン ス ・ プ レー ト ・ ラ ンプ 


メー ター・ パ イロ ッ ト ・ ラ ンプ 


ヒ 圭 二 畑田 ラン プ 


若 通 丘 還 の と き 志 午 の いと き 


・ ス イッ チ が ON の と き に 使え 


ワイ パー・ ス イッ チ と し て 


普通 雨量 の と き は ,。 LO に , 雨量 の 多い 
3 5 


射 し ます 。 
GS 馬車 の ウジ ン ドウ タラ ャ ウネ キッ シャ ー は 
ワイ パー と 連動 式 に な っ て いま す 。 スイ 


ッ チ を あず (36 示 選 内) もそ タキ ッ シ ャ ー 


液 が 噴射 され , 同時 に ワイ パー が 数 回 作 


動じ し 止まり ま す 。 
ウイ ンド ゥ ・ ガ ラス が よごれ て いる と き 
に 使用 し ます 。 


@ 装備 の 知識 に つい て 


I に スイ ッ チ を 下 に 操作 し ま 


オッ シャ ー 液 が カラ の と 
押さ な いで 下さ い 。 


' を いた め る 人 迷 れ が あり ま 


ei 
[ バ 
半 
VI 

J 


駐車 時 、 いっ ぱい 引い て 使用 し ます 。 も 
どす 時 は , レバ ー を 軽く 引き あげ な が ら 
レバ ー 先 端 の ノブ を 押し . その まま 下 に 
いっ ぱい お ろ し ます 

坂道 で の 駐車 は 

図 の よう に パー キン グ ・ プ ブレ ー キ を 引い 
た 上 。 ギヤ を ロー また は リバ ー ス に 入れ , 
さら に 輪 止め を する と 客 全 で す 。 


較 ハ ザー ド - ウ ォ ー ニ ング ・ ス イッ チ 


ハザード ・ ウ ォ ー ニ ング ・ ス イッ チチ は. 
エン シン ジャ ニス Cy た の DE だ Sky ます 。 
故障 し て , 路上 駐車 の と き 他 車 の 追突 防 
止 の た め 。 使用 し ます 。 ス イッ チ を 引く 
前 後 左右 の ター ン ・ シ グ ナ ル ・ ラ ンプ 
と と も に , タダ ターン ・ シ シ 婦 去 此 ・ イ ンダ 


ー タ ー・ ラ ンプ が 点滅 し , 駐車 し て いる 


[ ヾ 


こと を 知ら せま す 
| 婦 注 壱 2 
ザー ド で ウォー ニン ク グ メ ュ ラバ ナチ は 非 


常 の 場合 以外 は 使わ な いよ うに し まし ょ 
29 
走行 中 、。 トン ネル 内 な ど で 使 用 する と 他 


er OS 
車 の 誤解 を まね き 危 険 で す 


較 バ パーキング ・ ス イッ チ 


エン ジン ・ ス イッ チ の 前 に 付い て いま す 。 
スイ ッ チ を 上 に する と 左右 前 後 の 車 幅 灯 
が 点灯 し ます 。 

夜間 路上 駐車 時 に 使用 し ます 。 


ーー ウラ イジ ドゥ ・ 殊 補 


ジー ニッ ラニ 


| 標準 ,。 デ ラッ 
| 英 す デ ショ シ 


ON 


リヤ ・ ウ イン ドゥ が 時 っ た と き 。, 
の 表面 を 暖め て ., 
| 大 注意 3 

デフ ォ ガ は 消費 電力 が 大 きい の で 


ンド ゥ の 曇り が 消え た ら ス イッ チ 
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を 切っ 


スイ ッ チ を 入れ 放し に し て 


ぷり の 原因 に 


テ デ テリー 


室内 の 時 


た り 


し に つつ 


ンク 


ーー 
ー 


上 


ンプ 
て 


カ 


北 


2 
( 


ヽ ー 
| 


計 


(ルル 9 


(上 


アシス 
凌 り を と り ま す 。 


リヤ 


画 シ ガレ ッ ト ・ ラ イタ ー 
| 除く スタ ンダ ー ド 車 | 


(の) ルー トミ 


シガレット ・ ラ イタ ー は ,。 押し こん だ ら 
すぐ 手 を 離し て と び 出 す の を 待ち ます 。 
| 娘 注意 3 

押え つけ た まま で いる と 。 シガレット ・ 
ンク に の MAMEOOEsdie 


NEST 
ュ 各 車 二 を 洒 : し レズ , 
快適 に 
テー 
画 ラ ジオ 
ラジオ は モン シン ジン シ ャ スズ イッ ツ : が 0N か 
あむ で の と き 記 半 く こと が で きま す 。 
3 


スタ ンダ ー ド オプ ショ ン 


< 電源 ス イッ チ と アン テ ナ > 
電源 スイ ッ チ (POWER) を 押す と ., 

「 カ チッ 」 と 鳴っ て 電源 が 入り ます 。 切 
る と き は 。 もう一度 この スイ ッ チ を 近 し 
て くだ さい 。 ダイ ヤル 照明 は 電源 スイ ッ 
チ に 関係 な く , 車 の ライ ティ ング ・ ス イ 
ッ チ と 連動 し て 点滅 し ます 。 
アン テ ナ を 伸ばし た いと き は 手 で 引き 出 
し ます 。 

< く マ ニュ アル 選 局 > 
に 記 団 義村 ) で 、。 ダイ ヤ 
ル 指 針 を 布 望 の 局 に 合わ せ て くだ さい 。 
< 選 局 ボタ ン の セッ ト の し か た > 
1 . 選 局 ボタ ン の 1 つ を いっ ぱい } ヶ 5 


選 局 ツマ ミ 


| き 出 


@ AM ラジ オ 音質 調整 ツマ 


リ /// 


電源 スイ ッ チ 


す 。 

2 . 選 局 ツマ ミ で ダイ ヤル 指針 を 希望 の 
局 に 正しく 合わ せま す 。 

3 . 引き 出し た 選 局 ボタ ン を 指先 で 力 強 
く | バ パチリ ) と 友 あ 還 ミ ろ ま で 
押し 込み ます 。 

4 . 他 の 選 局 ボタ ン も 同じ 要領 で 別 の 局 
に セッ ト で きま す 。 あ と は この 選 局 
ボタ ン を 押す だ け ぞ ぞ 発 居所 ウト し て 
お いた 局 が 受信 で きま す 。 

一 度 セ ッ ト し た 放送 が 聞き 苦し く な っ た 

り , 他 の 局 に 替え た いと き は , 再び 選 局 

を し な お し て くだ さい 。 

音量 調整 > 


音量 調整 ツマ ミ (VOLUME) を 右 に 
移動 させ る と 音量 が 大 きく な り , 左 に 移 


動き せる と 音量 が 小さ く な り ま すか ら 。, 
適当 な 音量 に 調整 し て くだ さい 。 

< 音質 調整 > 

音質 調整 ツマ ミ (TONE) を 右 に 移動 
させ る と 高音 が 強調 され , 左 に 移動 させ 
る と 低音 が 強調 され ます か ら , お 好み の 
音質 に 調整 し て くだ さい 。 


AM・FM マ ル チ ラ ジオ 


全車 オプ ショ ン 部 品 


<AM・FM の 切替 > 


AM・FM の 切替 え は 選 局 ボタ ン で 人 行 な 
いま す 。 

SH SM * え る と 
き は , FM 選 局 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 


次 に 選 局 ツマ ミ を まわ し , お 鹿 み の 放送 
を 選ん で くだ さい 。 FM 放送 か ら AM 放 
送 に 切替 える と き は AM 選 局 ボタ ン を 押 
し ます 。 AM・EFM の 切 才 
を 押し た 後 で な けれ ば , 選 局 ツマ ミ に よ 
る 希望 の 局 に は 同調 で きま せん 。 選 局 ボ 
タン の セッ ト は FM 2 局 、 AM3 局 が セ 
ッ ト で きま す 

<FM モ ノー ラル ・FM ス テレ オ 切 替 > 
右 は し に FM モノ ー ラ ル と FM ステ レオ 
の 切替 え 用 FM ステ レオ ボタ ン (MO/ST 
が つい て いま す 。 FM ステ レオ 放送 を 聞 


トス 選 局 ボ タタ ラン 


ダイ ヤル 目盛 左側 の FM ステ レオ 
イン ジ ケ ー タ テー (S 殖 ) が 吉 灯 し ステ レ 


@AM・FM マ ル チ ラ ジオ 


柚原 ズ イ ン ツチ 
バラ ンス 笛 整 シマ ミ 


チ & る 


人 @ 王 装備 の 知識 に つい て 


この ボタ ン を 押し こん で くだ 


オ 放送 が 受信 で きま この ボタ ン を も 
一 度 押す と FM モノ ー ラ ル に な り ま す 。 
< バラ ンス 調整 > 
パラ ンス 調整 ツマ ミ を ( 藤 ) 側 に まわ す 
と 右側 の 音 が 大 きく な り , (上 L) 側 に ま 

わす と 左側 の 音 が 大 きく な り ま す 。 左右 

の 音 が 中 央 で 聞こ え . も っ と も ステ レオ 

感 が も りあ が る よう に 調整 し て くだ さい 。 
< その 他 の 操作 > 
ダイ ヤル 照明 や 。 その 他 の 操作 に つい て 

は , AM ラジ オ と 同じ で す 
<FM ス テレ オ を 上 手 に 聞く に は > 

F M 放送 の 電波 は AM 放送 に 比べ 到達 距 

離 が 告 か くま た 直進 性 の た め . ステ レオ 

で 聞い て いる 時 , ビル 街 や 山 の 陰 、 ま た 

電波 の 弱い 場所 で は シャ ッ シ ャ ッ と 音 が 
変っ た り ,。 FM ステ レオ ・ イ ンジ ケー タ 

ー が 点滅 する こと が あり ます 。 これ は 電 
波 が 急 に 弱く な る た めで 。 ラジ オ の 故障 
4 の II ませ / 

光生 お 


う 一 度 押 し て モノ ー ラ ル に し て くだ さい 


FM ステ レオ , 


音量 調整 ツマ ミ 1 モ ノー ラル 切替 ボ 
ン ン シン ン 


聞き や すく な り ま す 。 又 ア ン テ ナ は いっ 


ば ぱい に 伸ばし て お 使い くだ さい 。 

< 雑音 が 気 に な る と き は > 

放送 電波 が 雑音 電波 より 弱い 場合 は プ 
ッ プ ッ と 雑音 が 混入 し ます 。 こ の よう な | 


更 場所 で 
Hi 計 


. さら に 電波 の 弱い 地域 で , 


*※ は 次 の よう に 操作 し て くだ さい 。 
エン ジン を か けた 状態 で 。 選 局 ツマ 

を まわ し , 雑音 が いち ば ん 少な い 
と ころ へ 合わ せ 直 し て くだ さい 。 
どり 肌 芝 で 
こ な る と き は , 音質 調整 
し て 低音 に す 
聞き や すく な り ま す 。 


も 雑音 が 気 ( 
ツン 2 うた E0 ス クシ (人 グ に 
2 らら 


@ 主 ッ ト ・ ズ デ の 5 


音質 調整 
ロロ ピン シン 


- ステレオ 
全車 オプ ショ ン 部 品 


テー プ を テー プ 差 込 口 に 正 し 


画 カ セッ ト 


< 演奏 開始 > 
カセ ッ ト ・ 


く 差 し 込ん で くだ さい 。 自動 的 に "ロッ 
ク ” され 。 - 演 奏 が は じ ま り ます 。 
< 音量 調整 > 


き 量 調整 ツマ ミ を 左右 に まわ し て 適当 な 
主 量 に 調整 し て くだ さい 。 

< 音質 調整 > 

音質 調整 ツマ ミ を 左右 に まわ し お 好み の 
音質 調整 し て くだ さい 

< バラ ンス 調整 > 


バ パラ ンズ 調整 ツマ ミ を まね わし , 左右 の 独 

が 中 央 で 聞こ え . も っ と も ステ レオ 感 が 

も りあ が る よう に 調整 し て くだ さい 

< プロ グラ ム 切 替 > 

A. 手動 反転 

演奏 中 。 プロ グラ ム 切 大 を 軽く 押 

す と 、 ポラ ンプ が わり 人 に 
プ 走 行方 向 の 切替 え が で き , お 好き 


な プロ グラ ム が 選べ ます 。 
デー ブフ プ 走 行 表示 ラン デ プ 
音量 調整 シマ ミ 


ンマ ミ 閥 
人 ム 切 替 ボ タン 


@ 王 装備 の 


B . 自動 反転 
片面 の プロ グラ ム が 終り テー プ が 終端 に 
な る と , 自動 的 に テー プ 走 行 が 反転 し 


走行 表示 ラン プ と と も に プロ グラ ム が 切 


替わり 。 ひ きつ づき 次 の プロ グラ ム の 演 
奏 が 始ま り ま す 。 

< 早 送り (FF ), 巻 戻 し (REW)> 
演奏 中 、 早送り 、 巻 戻し ボタ ン (F/R ボ 
ダン ) を 押す と ,、 テー プ の 早 革 ま だ は ほ 


巻 戻 し が で きま す 。 

走行 表示 ラン プ の 点灯 し て いる 矢印 マー 
ク と 同一 方 向 矢印 マー クタ の F/R ボ タン を 
押す と 。 テー プ 早 送り が で き , 遡 方 向 矢 
印 マ ー ク の F/R ボ タン を 押す と テー プ 巻 
戻し が で きま す 。 

< 早送り , 巻 戻 し の スト ッ プ > 

スト ッ プ , エ ジ ェ クト ボタ ン を 軽く 押す 
と , テー プ の 早送り , 巻 戻し を 解除 する 
こと が で きま す 。 この 場合 解除 と 同時 に . 
再び 走行 表示 ラン プ の 方 向 の プロ グラ ム 
演奏 が 始ま り ま す 。 


= ピンク ョ ンク コード ュ ッ ドク ジン 


知識 に つ 


早送り 、 巻 戻し 操作 中 テー プ 終 端 に な り 
ます と 、. 自動 的 に 早送り 、 巻 戻し が 解除 
され ます 。 早送り の 場合 は 自動 反転 し て 


次 の プロ グラ ム の 源 奏 が 始ま り , 巻 戻し 
の 場合 は 再び 始め か ら そ の プロ グラ ム の 
演奏 が 始ま り ま す 。 

< 演奏 停止 > 

演奏 を 停止 させ , テー 
ン 三 3 千 画 


プ を 取り 出し た い 
スト ッ プ ・ エ ジェ クト ボタ ン を 
強く 押し 込ん で くだ 276 ピ ハッ ョ ドー ペデ 
ー プ は 手前 に 押し 出さ れ , 電源 が 切れ ま 
人 

< 走行 表示 ラン プ に つい て > 

本 機 左 方 の 走行 表示 ラン プ の 走行 方 向 を 
示し て いま す 。 

カセ ッ ト ・ テ ー プ の 走行 方 向 が 左 矢印 方 
向 の と き は . 差し 込ま れ た テー プ 上 面 の 
ラベ ル の プロ グラ ム 。 右 矢印 方 向 の と き 
は ラベ ル 下 面 の プロ グラ ム を 演奏 し て い 
=: 不 


きい US。 


| 大 注意 2 


1 . テー プ を 演奏 状態 の まま エン ジン ・ 


キー を 切ら な いで くだ さい 。 回 転 む 
ら や テー ブ プ 巻 込み の 原因 に な り ま す 。 


2 . た る 弥 だ テー プ は , 巻 込み な ど 故 隆 
の 原因 に な り ま す の で 。 必 ず テ ー プ 
の た る み を な お し て か ら ご 使用 くだ 
さい 。 


| 3. C 一 20 テープ お よび クロ ー ム ・ テー 


プ は 使用 し な いで くだ さい 。 
ァ ー ブ の まき つき や ヘッ ド の 摩耗 を 
早め ます 。 


画 ヒ ー タ ー | スタ ンダ ー ド 除く 全車 標準 。 ス タン ダー ド オ プシ ョ ン | | ① 車 内 を 暖め る 操作 


この ヒー ター は , 2 本 の コン トロ ー ル ・ レ バー と 。 ファン ・ ス イッ チ の 操作 に より , 
快適 な 室内 に する こと が で きま す 。 

ヒー ター は 次 の よう な 機能 を も っ て いま す 。 

① ヒ ー タ ー (暖房 用 ) と し て 

デフ ロス タ (曇り 止め ) と し て 

③④ 強制 ベン チレ ーション (換気 用 ) と し て 

上 記 の 目的 で ヒー ター を ご 使用 に な る と き 以 外 は 下図 の よう に レバ ー を すべ て 左 ヘ へ セ | 
ッ ト し て お いて くだ さい 。 | 


① の レバ ー を HE AT の 位置 に ② の レバ ー を HOT の 位置 に し て ③ の ファ ン ・ ス イッ 
チ を HI に し て くだ さい 。 最 大 暖房 を 得 た いと き に お 使い くだ さい 。 
② 車 内 温度 の 調節 の 操作 ( 頭 寒 足 熱 暖房 の 操作 ) 


AR 人 | ① の レバ ー を HE AT の 位置 に ② の レバ ー を お 好み の 位置 (赤色 帯 間 ) に し , ファ ン ・ 
SS ② 温 度 調節 レバ ー | 4 スイ ッ チ を 入れ て くだ さい 。 長 距離 ドラ イブ な ど で 車 内 が 暑 す ぎる 場合 に ② の レバ ー 
を 操作 し て お 使い くだ さい 。 又 ② の レバ ー が 白色 帯 間 に か か る と 上 半身 へ の 敏 風 が 出 


RECIRC VENT 上 半身 に 向っ て 


内 気 循環 で 足元 へ 風 が 風 が 出る 。 は じ め 頭 寒 足 熱 を た すけ て 車内 を 快適 に し ます 。 

出る 。 (到着 ベン チレ ) | | フロ ント ・ ガ ラス の 曇り 止め 操作 

7// 5 誠 

HEAT | 低温 HH 
外気 導入 で 足元 へ 風 が 上 半身 に 向っ て @ 
出る 。 | 微風 が 出る と 同 | 9 
DEF 時 に 足元 へ 風 が | 3 


出る 。 


外気 導入 で フロ ント ・ 
が ラス へ 風 が 出る 。 2 


人 g 王 装備 の 知識 に つい て 


① の レバ ー を DEF の 位置 に ② の レバ ー を HOT の 位置 に し 。 ファ ン ・ 
れ て くだ さい 。 

① の レバ ー は 曇り の 状態 に より 適当 に DEF 一 HEAT の 中 間 に セ ッ ト す る こと も 出 
来 ま す 。 又 , 吹出 し 温度 は ② の レバ ー を 赤色 帯 間 で 動か すこ と に より 吹出 し 空気 温度 
が 変化 し ます 。 梅雨 時 な ど で 温 風 は 不快 と 感じ る 場合 に は ② の レバ ー を 破線 の 所 で 使 
用 くだ さい 。 

④ よ ご れ た 外気 を さけ て 暖房 し た いと き 、 冬 期 停車 で 室内 を 早く 暖め た い 時 の 操作 


スイ ッ チ を 入 


① の レバ ー を REC 1I RC の 位置 に ② の レバ ー を HOT の 位置 に し て ③ の ファ ン ・ ス 
イッ チ を 好み の 位置 に セッ ト し て くだ さい 。 室内 循環 の 暖房 に な り ま す 。 
この 操作 方 法 で の 長 時 間 使用 は さけ て くだ さい 。 窓 が くも り 易 く な っ た り , 
で 車内 の 空気 が だ よごれ た り し ます 。 

⑤ 車 内 の 換気 を する 操作 (強制 ベン チレ ーション ) 


タバ コ 等 


① の レバ ー を DEF 又 は HE AT の 位置 に ② の レバ ー を VENT の 位置 に し て ③ の フ 
スイ ッ チ を 入れ て くだ さい 。 新鮮 な 外気 を 導入 し て , 車内 を 換気 する と き に お 
使い くだ さい 。 セン ター・ ル ー バ ー か ら 多 量 の 外気 が 吹き 出し ます 。 吹き 出し の 方 向 
を 変え る こと に より 直接 体 に 冷風 を 当て る こと が で き , 扇風機 の よう な 涼風 感 が 得 ら 
れ ま す 。 高速 道路 で 窓 を 閉じ て 走行 する と き , 覆 雨 時 に 窓 全体 が くも りや すい と き に 
有効 で す 。 ま た ③ の ファ ン ・ ス イッ チ を OFF に し た 時 は 自然 導入 換気 状態 と な り ま す 。 


アァ ジョ 


コイ に ベニ クッ ーー 


走行 中 車内 の 空気 を 入れ か えた いと き 使 


用 し ます 。 ベ ンチ レー ター・ ノ ブ を 内 側 
に 移動 きせ る と , ルー バー か ら 車 外 の 新 


鮮 な 空気 が は いっ て きま す 。 ルーバ ー の 
つま み を 動か し て 風向 き を 調整 し て くだ 


さい 。 
画 サ ン 


es ノイ ゴザ ーー 


横 に まわ すこ と も で きま す 。 
画 保 安 衝 筒 

非常 事態 が 発生 し た と き に 使用 し ます 。 
使用 法 は 保安 突 筒 に 書い て ある 説明 を よ 
く 読 ん で 方 一 に 備え て くだ さり 3。 

保安 疾 筒 に は 有効 期限 が あり ます 。 その 
人 ゆ 王 装 備 の 知識 に つい て 


有効 期間 は 3 年 で 。 有効 期限 は 保安 筒 
の ラベ ル に 明示 され て いま す の で 確認 し 
て お 半 まじ ょ う 。 

発 炎 時 間 は 約 5 分 間 で す 。 


| 文 注 吉 2 

非常 信号 用 と し て の み , ご 使用 くだ さい 。 
使用 中 , 筒 の 先 を 顔 や 体 に 向け た り , 近 
づけ た りす る と 火傷 の 危険 が あり ます 。 
取扱 い に は 十分 注意 し て くだ さい 。 

トン ネル 内 で 使用 する と 視野 が わる く な 
り 危 険 で す の で , 保安 炎 筒 は 絶対 使用 し 
な いで くだ さい 。 


較 グ ロー ブ - ボ ックス 


つま み を 左 に まわ し て 開け ます 。 


上 手 な 運転 と は , 何より も まず 安全 に 車 を 運転 する こと で す 。 決 し て 高度 の 技術 を 要 
する 運転 を 言う の で は あり ませ ん 。 客 全 運 転 と は 車 の 性 能 を 十分 認識 し 、 あな た の 今 
まで の 運転 経験 を 生か し て 法令 に し た が っ て 秩序 よく , 最も 有効 的 に 車 を お 使い いた 
だ く こ と で す 。 そ れ が 結局 は 事故 防止 に 役立つ と 共に 車 を 長持ち させ る こと に も な り 
ます 。 安全 運転 の た め に , この 項目 を 役立て て くだ さい 。 

画 ク ラッ チ 

Mn ジブ ドド グラ タチ ド 穫 ダ 形 を 笠 穫 
に 踏み 込ん で か ら 行 な いま し ょ う 。 
走行 中 、 ク ラッ チ ・ ペ ダル に 足 を 乗せ な 
まう に まじ まう ご ク デ ダチ の 夫 虹 合 
の 原因 に な り ま す 。 


較 ブ プレ ー キ 

プレ ーー ポキ ・ ペ デル は 。 る 3 末 に お た っ 

て 踏む と より 安定 し た 制動 を 得 ら れ ま す 。 
また ., 早 目 に 後続 車 に 知ら せる こと に も 

がり ます 。 

長い 下り 坂 で は . プレー キ を 踏み 続け る 

の を や め エ ンジ ン ・ ブ レー キ を 活用 し ま 

し ょ う 。 プレ ー キ を る を 喘 み 寺 びき と ど と ,。 ペー 

ロッ ク や 。 フェ ー ド を 起こ し , プ | 
レー キ の 効き が 悪く な る こと が あり ます 。 
み グ 本 ニダ に ak | 
ー ド が 加熱 され て , 沸騰 し て 泡 が 発生 す 

る と , ブレ ー キ ・ ペ ダル を 踏み 込ん で も 

気泡 を 圧縮 する だ け で ,。 ブレ ー キ カカ と は 

な ら な い 現 象 を いい ます 。 

フェ ー ド と は , プレ ー キ の 摩擦 面 が 、 加 

熱さ れる と 摩擦 力 が 減る の で 同じ カ で プ 

レー キ ・ ペ ダル を 踏ん で も プレ ー キ の 効 

' き が , 悪く な る 現象 を いい ます 。 


@ 定期 点検 整備 は 定め られ た 通り に お こ 
な まま も まう 。 

@ 無理 な 運転 は さけ まし ょ う 。 特 に 新車 
か ら 5,000km ぐ らい まで は 控え 目 な 運 
転 を し て くだ さい 。 

@ エ ンジ ン を オー バー ラン させ な いた め 
に , 各 シ フト レバ ー の 位置 で の 速度 は 
表 の 数 値 を 越え な いよ うに 運転 し て く 


だ さり W3。 


パー・ 


ベー パー・ 


和 キネ 和 3 拓 1 束 | 2 速 |3 速 | 4 速 
--4 ます た ! 
- 策 † ニー † ン 1 
本 
と と 代 ョ 1 ミド 人 
人 すま に oo 0 1 の" 90 
ここ ん こと 1 
通っ ブイ 
の | 避 馬 計 守 sg (9 本 ie ドッ | 
3K-BR | ご ー ニ "と 
95 
4 、 < 本 に 4 al Eulks 
キュ ニー トー 1 
5 寺 | 40 | 70 |io5 |i65 
を 。 |] s | w | 
に fk ーー ニー 
弄 本 串 
2 軍 オ ー ト 
還 和 7 
3 運 オ ー ト 「 冊 
55 | 90 


@ エ ンジ ン が 冷え て いる と 熱 


の で 十分 ウォ ー 
が 。 


効率 が 悪い 


ミン フッ 守秘 年 


@ エ ンジ ン 回 転 数 と 車速 を マッ チ さ せ た . 
ギヤ ュ ッ シップ ド を し ま 1 ラ 0 
(移る ャ 天 夫 の タダ 3 ンク 

ッ シ ョ ン 車 

@ 今 停 車 、 急 発進 は で きる だ け 記 け ま し 
19 つた だ 

@ 停車 中 の 半 ク ラッ チ は 避け まし ょ う 。 

@ 不 必要 に スピ ー ド の 上 げ 下 げ を し な い 
よう に し 。 で きる だ け 恒 軒 の 速度 で 走 
り いた (【 壮 まつ 。 

@ 不 必要 な 高速 運転 は や め ま し ょ う 。 

@ エ ンジ ン 型 式 に あつ た ガソリン を 入れ 


に 


@ ぬか る み ・ 砂 地 ・ ジ ャ リ 道 で は 、 スピ 
ー ド を 落し , 不 必要 な 変速 ・ 急 ハン ド 
ル は 極力 し な いよ うに し まし ょ う 。 

@ 凸凹 道 で 凸凹 を 避け られ な いと き は 片 
輪 だ け を 凸 部 に の せる よう に し て 走行 
ウチ -3 の 39p 

@ 悪 路 走行 後 は 走行 装置 の 点検 を し ま 
ea 


人 


< 到 の 日 の 運転 > 

クン 605 スニ 2 ジョン に お 7 に EE 
ビー ム を 遠 穫 し て 走行 し まし ょ う 。 フ 
オキ クン テン ラン 引 吉 は に オグ ロタ クア 
を を 上 太 条 し まし ょ う 。 

@ 先行 車 の ある 場合 は その 車 の テー ル ・ 
ラン プ を 目印 に 走行 し まし ょ う 。 

< 雪 路 ・ 凍 結 路 運転 > 

@ 道路 の 状況 に 応じ て スノー・ タ イヤ や 
タイ ヤ ・ チ ェ ー ン な ど を 装着 し て 走行 
た だ 9 まつ 

@ 路面 が すべ りや すい の で スピ ー ド の 出 
し すぎ や 急 加速 ・ 急 ブレ ー キ ・ 急 ハン 
ドル は 非常 に 危険 で す 。 タ イヤ の 接地 
カカ が 小さ く な る た め ス リッ プ を 起こ し 
や すぐ な り ま す 。 


地域 に よっ て は 、, 条例 等 で 震 路 走行 の 場 

ム 、/ ユエ アン の ニル チチ ィ ー シン 半 だ 付 フ ーー 

[ コ \ よ < | ー ン よ / こ 6 は 。 

・ タ イヤ の 使用 が 義務 づけ られ て いま す 
で 。 シー ズン 前 に 準備 を し まし ょ う 


@ 登り 坂 で は ノッ キン グ さ せな いよ うに 
虹 生 に ギヤ ミ シ ア クア ド き も しま じょう 。 
@ 下 り 坂 で は エン ジン ・ ブ レー キ を 活用 
じまい りあ うこ ご 適 急 な シラ トド 区 必用 を 

じ で スピ ー ド を コシ トロール し で る 春 


さい 。 


(基礎 知識 > 
普通 走行 で は ほとん ど 支 障 の な いよ う 
高速 走行 で は 大 き な 故 障 や 
事故 の 直接 の 原因 と な る こと が あり ます 
の で , 次 の こと を 心掛け て くだ さい 。 
@ 仕業 点検 は 完全 に 行ない まし ょ う 。 
特に タイ ヤ の 点検 は 念入り に 

詳し く は 「 仕 業 点検 」 の 項 を 参照 

@ 急 ハン ドル は きら な いこ と 。 

ハン ドル は 両手 で 確実 に 持っ て いる こ 


(NEDNU あ MOD3MSS 
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そ と で も , 


@ 急 ブ プレー キ は 絶対 に か け な い こと 。 

@ 車 問 距離 は 十分 保つ こと 。 

走行 速度 と 同じ 数 値 の 距離 (例え ば 100 
km/h の と き 100m 以 上 ) を 保つ の が 基本 
Lc の 


@ 路面 が ぬれ て いる 場合 は タイ ヤ が 滑り 
きす na の 谷 ス ビ 邦 ド 老 務 ど ゆ まや も ょ う 。 

@ 販 の 強い と き は スピ ー ド を 沙 と し まし 
ま 5。 

< 本 線 へ の 進入 > 

@ タ ー ン ・ シ グ ナ ル を 早 目 に 出し まし ょ 
だ 

@ 加速 車線 で 十分 加速 し 後方 を 十分 に 確 
良 を し て で て 柚 \ り 義 し まう 。 

< 本 線 で は > 

@ カー ブ は スピ ー ド の コン トロ ー ル を 十 
分 し ま 丘 計 還 Ss 

@ 追 い 越 し を する と き は 、 車 の 流れ を 確 
じ まし まう 。 

@ 車線 変更 合図 は 早 目 に 確実 に し まし ょ 
つう % 

@ トン ネル 内 は 必ず ヘッ ドラ イト を 点灯 
し た くら らき め 大 

@ 進 入 車 に は 走行 車線 を ゆず り ま し ょ う 。 

< 本 線 か ら で る と き は > 

@ 出口 の 表示 を 確か め 、 ター ン ・ シ グ ナ 
ル を 出し まし ょ う 。 出口 を 行き すぎ て 
も "もど ダ ご ど ぽ で きま せん た 。 

@ ラ ンプ ・ ウ ェ イ で は 速度 感覚 が 違い ま 
すか ら ス ピー ド ・ メ ー タ ー を 見 て 指示 
速度 に 減速 し まし ょ う 。 


< 高速 道路 で , 故障 と 事故 が 起き た 場合 は > | 


@ 本 線 で は 路肩 に 寄せ バザー ド ・ ウ ォ ー 
革 ジ アグ ドラ ンダ を 貞 滅 き や 巻 太 モ マー 
・ フ ラッ グ (赤旗 ) で 後続 車 に 緊急 を 
血 ら せま も し まう 。 

@ 故 障 ・ ガ ス 矢 ・ 事 故 は 非常 電話 で 通報 


介 ー 上 手 な 運転 の し か た 


し ま 選 ま 5 
@ 電話 の な い 所 で は , 巡回 サー ビス カー 
が くる まで 待ち まし ょ う 。 
@ けん 9 引 は 勝手 に し な いよ うに し まし ょ 
2 ぉ 

高速 道路 で は 友人 の 車 が いて も 勝手 に 
けん 引 す る こと は 禁じ られ て いま す 。 
@ トン ネル 内 で は , 簡単 な 修理 で も 可能 
な 限り トン ネル 外 へ 出 ま し ょ う 。 


較 ぬかるみ 砂地 に 車 が は いっ た と き 
むやみ に アク セル を ふか し て 車輪 を 空 
転 さ せな いで くだ さい 。 


タイ ヤ の 下 に わら 。 む し ろ 、 板 、 小 枝 な 


ど を 敷い て 車 を 前 後に ゆ さ ぶり 反動 で 抜 
け 出 じ 居 層 は コ 

また , タイ ヤ の 空気 を 抜い て 路面 と の 接 
地力 を よく する と 抜け 出す こと が で きま す 。 
その あと で 空気 を 入れ る こと を 忘れ な い 
まつ の 相本 まつ 。 

砂地 で は タイ ヤ の 下 に 水 を まく と 抜け 出 
あざ なき まず 。 


圭 路 ・ 凍 結 路 で 車 が 横 す べり を 
始め た と き 

急 ブ レー キ を 踏む と 横 す べり が ひど く な 

り ま す の で エン ジン ・ ブ レー キ を 使っ て 

くだ さい 。 

横 す べり を 始め た 方 向 へ ハン ドル を きっ 

て 進路 を た て 直し まし ょ う 。 

画 降 雨 時 . 水たまり 走行 後 プ レー 
キ が 効か な く な っ た と き 

控え 目 の ス ピー ド で 走行 し 。 時 々 プレ ー 

キ ・ ペ ダル を 踏み な が ら ,、 ドラ ム ・ プ ブレ 


ー キ 内 に 入っ た 水 を 早く 乾燥 させ ます 。 
田 十 の 日 の ブレ ー キ は 

タイ ヤ が すべ りや すく な り ま すか ら , 早 
目 に 踏み まし ょ う 。 急 プレ ー キ は 踏ま な 


画 高速 走 行 中 , 横風 を うけ た と き 
ハン ドル を し っ か り 持 ち . 急 ブ プレ ー キ は 
剛 ま な いま ほし まし ょ う 。、 スズ ス ほ ーー ほお 
本 ども で くだ さき ね 。 

高速 道路 を 走行 する 時 は 風 の 強 さ に 気 を 
信 は 款 し まう 。 


ーー 一 


圏 ガ ン リ ン を 吸い こみ すぎ た と き 
し ば らく 時 間 を お いて か け 直 し ます 。 あ 
る い は , アク セル ・ ペ ダル を いっ ぱい 踏 
みこ ん だ まま スタ ー タ ー を まわ し ます 。 
但し 、 連続 で 15 秒 以上 は 回 さ な い で くだ 
さい 。 

バ バッテリ ー 上 が り の 時 

マ 学 = 下っ トラ ンス ミッ ショ ン 主 
エン ジ シ ュ ッ ズ スイ そそ チチ を 9NI ほ し て ギ セ を 
セカ ンド また は サー ド に 入れ クラ ッ チ を 
踏ん だ 状態 で 車 を 押す か 。 けん 引 し て も 
らい ます 。 

スピ ー ド が 10km/h くら い に な っ た と き , 
クラ ッ チ か ら 足 を ゆっ くり 離し ます 。 エ 


ンジ ン が か か っ つっ たらす ぐ ク ラッ チ を 踏み . 


半 琵 三 き 幸 ポラ ル ほ し ます 。 


| 


ek まっ ウタ ポラ 欠き weak 雪 
ぐる 巡 オ ー ド マチ ッ ク ・ ト ラシン スミ ッ シ 
ョ ン 車 > 
ンチ を 生 了 だ し て コン ドド 
ロー ル ・ レ バー を 又は の に 入れ , 車 を 
けん 引 し て も らい ます 。 ス ピー ド が 30 一 
40km/h で エン ジン が か か り ま す 。 エ ンジ 
ン が , か か っ た ら ,。 レバ ー を に 入れ ま 
す 。 

< 議 ボー トマ チッ クー トラ ンス 合 み シ 
ョ ン 車 > 


けん 引 に よる エン ジン 始動 は で きま せん 。 


サー ビス 工場 で 点検 を 受け て くだ さい 。 
けん 引 す る 場合 は 後ろ の 車輪 を つり あげ 
る か プロ ペラ シャ フト を 取り は ず し て く 


だ さい 。 

廊 注意 

けん 9 引 | に よる エン ジン 始動 後 は 。 けん引 
車 に 追突 し な いよ うに 特に 気 を つけ て く 
だ さい 


人 る 上 手 な 運転 の し か た 


点検 個所 T 


画 仕 業 点検 と 高速 走行 前 の 点検 
事故 を 未然 に 防ぐ に は , 車 の 状態 を いつ も よく 知っ て お 
く こ と が 大 切 で す 。 仕業 点検 は 毎日 欠か さ ず 行なっ て く 
だ さい 。 

また 高速 で 走る と き は 車 に 大 き な 負 担 が か か り ま す 。 高 
速 走行 (80km/h 以 上 ) の 子 定 の ある 場合 に は , 色 字 の 項 
目 も 追加 し て 点検 し て くだ さい 。 
黒字 三 毎日 点検 の 項目 

字 王 高速 走行 前 点検 の 追加 項目 


※ 三 次 項 に 説明 し て あり ます 。 


1 


中 


画 点 栓 は 次 の 順序 で 実施 し て くだ さい 
] 前 日 の 異常 個所 


記 エン ジン ・ フ ー 且 起 呈 結 

⑱ プ レー キ ・ フ ルー ド 。 クラッチ ・ フ ルー ド の 量 ※ 田 

オイ ル の 量 ※ 図 

⑧⑱ オ ー ト マチ ッ ク ・ ト ラン スミ ッ シ ョ ン ・ フ ルー ド の 量 
※ 

人 @ フ ァ ン ・ ベ ルト の 張り 具合 い 。 損傷 ※ 較 

人 @ 谷 雪 水 の 量 ※ 回 

@ ラ ジェ ー タ ・ キ ャ ッ プ の 取り 付け 状態 

⑯ ウ イン ドゥ ・ ウ ォ ッ シャ ー 液 の 量 


W エ ンジ ン ・ 


世 運転 席 に 座っ て エン ジン を 始動 し て 

劉 燃 料 計 の 作動 

供 活 料 は 十分 か 

信 電 流 計 , 油圧 計 の 作動 また は , 警告 灯 の 点 減 具 合い 
免 タ ー ン シグ ナル ・ ラ ンプ の 点 減 


但 ワ イ バ ー. ホーン の 作動 
@ ウ イン ドゥ ・ ウ ォ ッ シャ ー 液 の 噴射 具合 


ミラ ー の 写 影 


@ リ ヤ ・ ビ ュー・ 
@ ハ ンド ル の 遊び 、 ガ タ ※【 

@ ブ レーキ ・ ベ ダル の 踏み 残り 代 ※ 図 

@ バ パー キン グ ・ ブ レー キ の 引き 代 。 効き 具合 い ※ 固 
@ ド ア ロッ ク の 具合 い 


の セー フ テ ィ ・ ベ ルト の 損傷 、 取り付け 状態 


| 車 の 前 か ら 


@ ラ ンプ 類 の 点灯 お よび , 汚れ , 損傷 ※ 了 回 

@ ラ イセ ンス ・ プ レー ト の 汚れ , 損傷 

氏 タ イヤ の 空気 圧 、 亀裂 、 損 傷 、 異常 摩耗 ※NO 
人 @ タ イヤ に 金属 片 、 異物 が な いこ と 

人 @ タ イヤ の 溝 の 深 さ は 1.6mm 以 上 で ある こと ※ 則 
信 車 が 傾い て いな いこ と 


ーー 
谷 却 水 、 オ イル 漏れ 点検 


司 車 の 後 か ら 


@ ラ ンプ 類 の 点灯 お よび , 汚れ , 損傷 ※ 回 

@ ラ イセ ンス ・ プ レー ト の 汚れ , 損傷 

信 排 気 ガ ス の 色 ※ 了 2 

@ タ イヤ の 空気 圧 . 亀裂 , 損傷 、 異常 摩耗 

※I0 

代々 タイ ヤ ご 金属 片 、 異物 が な いこ と 

@ タ イヤ の 溝 の 深 さ は 1.6mm 以 上 で ある こと 
※[ 

供 反 射 器 の 汚れ . 損傷 

供 車 が 傾い て いな いこ と 


3 徐行 し な が ら 


人 水温 計 ・ 速 度 計 の 作動 
但 ハ ンド ル の 重 さ , 振れ 取ら れ 
信 プ レー キ の 効き , 片 効き 


ンー オイ ル の 量 | 較 オ ー ト マチ ッ ク ・ ト ラン スミ ッ シ ョ ン ・ | く 2 速 オ ー ト マチ ッ ク > 
寺本 傘 の し レ み か ゝ た 一 一 | レベ ル ・ ゲ デー ジ を 抜い て 先端 を きれ い に | フル ー ド の 量 | 叶 ま っ て いる と き の 時 ま っ て いる と き の 
音 ーー ふぶき 。 差 込 ん で 再び 抜い て と 廿 の 間 に + | 
ブレ ー キ ・ フ ルー ド , クラ ッ チ ・ フ ル オイ ル が ある か を 調べ ます 。 

ー ド の 量 L 以下 の 場合 は 補給 が 必要 で す 。 


ブレ ー キ ・ フ ルー ド | < デ = で テン ジン が ネン ジン 2 

リザ ー ブ ・ タ ンク の 上 方 段 付 き 部 まで フ 品 場合 る 場合 

ルー ド が ある か を 調べ ます 。 9 ) B ( 

レベ ル 以 下 に 減っ た と き は トヨ タ 純 正 プ | 二 褒 
1 。 点検 する と き は 


レー キ ・ フ ルー ド ・ グ リコ ー ル 2400F を 補 3. フル ー ド が 不足 し て いる と き は , 規 


給 し て くだ さい oe 
| る と 正確 な 量 を Baht 

クラ ッ チ ・ フ ルー ド | 1400. 1600cc 車 | - 1 . 車 を 水平 な 場所 に お き 。 パー キン グ フル ご 氷 は ヨタ 琴 年 キャ ウル 

上 方 設 つ き 部 まで フル ー ド が ある か を 調 も プ ジー 革 を 引き エン ダン を アイ ドリ キー トト < フ ルビ まや R ペ ラフ レ を で 


さま す 2 . オイ ル 量 は エン ジン 始動 前 か エン ジ 
ま * ング 状態 で > 0 に 史 用 くだ さい 。 
ン を 止め て か ら 少 な く と も 3 分 以上 ング 大 才 る 詳 還 ー バ ー を ヤー エ 2 
まで 動か し た 後 人 に し て 調べ ます 。 | 太 注意 3 


廊 注意 と 
オー トマ チッ ク 車 お よび 1200cc 車 は クラ た っ て か ら 点 検 し て くだ さい 。 オイ 2 レベ ル ・ ゲ ー ジ を きれ い に さ ふき 再び フル ー ド は 規定 量 入 れ ま し ょ 
・ 上 ニー ンジ ぞ ご 区 【 こ ふ / ル ー ド は 堪 定量 人 人 4 と よし レ しょ 


ッ チ ・ フ ルー ド の 量 の 点検 の 必要 は あり ル が まだ エン ジン 各部 に 残っ て お り 


も ど し て 点検 し ます 。 規定 量 以外 で す と 作動 が に ぶ く な り ま す 。 
ませ ん 。 正確 な オイ ル 量 が 測れ ませ ん 。 コ ee 5 


3 K 一 日 型 エ ンジ ン ンジ シ 
リン ーー ニニン ニン ンス ニン ン リン シン ーー ウオ ツジ セーーG 


リー アラ シン ジン シン ン ラジ エー ター バッ ン テリー 


人 ⑱ 一 凌 備 の 知識 に つい て 


[ファン ・ ベ ルト の 張り 具合 い 
図 の よう に 押さ えて 。 た わ み 量 を 点検 し 
ます 。 ま た 亀裂 , は が れ が な いか を 調べ 


回 冷 却 水 の 量 
2 エー ター に は 戻り ザー ・ 外 クン クジ 5 が バ 
付い て お り 。 ラジ エー ター 内 の 冷却 水 が 


少な く な る と ,。 リザ ー ブ ・ タ ンク か ら 自 
動 的 に 補給 され る 構造 に な っ て いま す 。 
冷却 水 の 量 は リザ ー ブ ・ タ ンク 内 の 量 を 
人 博 に で 7 で で 25 ま e 
ク は 和樹 脂 製 半 透明 で す の で 外部 か ら 直 接 
点検 で きま す 。 FU 上 上 と LOW の 間 に 
も まま まま た に E ツ ベ オル (ませ う (に 
くだ さい 。 

| 太 注意 2 

ラジ エー ター 本 体 の キャ ッ プ は 通常 は あ 
け な い で くだ さい 

[6 ハ ンド ル の 遊び 

ハン ドル を 軽く 左右 に 動か し た 時 の 遊び 


ブレ ー キ ・ ペ ダル の 踏み 残り 代 
ペダ ル を 踏ん で 遊び と 踏み 残り 代 を 調べ 
SI 


遊び スン つ つつ ここ 0.5 一 5mm( ブ ー ス タ 付 車 は 
3 一 6mm) 
踏み 残り 代 1200cc 車 ………… 73mm 以 上 


1400, 1600cc 車 …85mm 以 上 


踏み 残り 代 
中 パー キン グ ・ ブ レー キ ・ レ バー の 引き 代 
プレ ー キ ・ レ バー を 引い て 。 引き 代 が 適 


当 で ある か を (14 ノ ッ チ 以内 ) 調 べ ま す 。 
ノッ チ と は パー キン グ ・ プ レー キ ・ レ バ 
ー に ある ギザ ギザ 状 の も の を いい これ 
を 引く と カチ カチ が し ます が ,。 この カ 
チ と い 写 符 が ギ ジ ッ ツチ た 相当 形 ま 5 
回 ラ ンプ 類 の 点検 

次 の ラン プ が 点灯 する か を 点検 し 
や 損傷 が な いか を 調べ ます 。 

の. お っ oo ジン デ 

バハ 天 一 だ ・ ウ ォ ー ニ アダ ・ ラ テラ ング 
六 テン ラッ シンプ 

ジン < 間 20Z 條 ミ ニ ン シン アバ 

テー テル ドラ ンプ 
ルン 
メー ター・ パ イロ ッ ト ・ ラ ンプ 
が コア レ ョ 9 


汚れ 


エン ジン スイ ッ チ を ON に し て 


ター シ ・ シ グ ナ ル ・ ラ ンプ 

7 の グー こい デー ラテ ンズ 

Ii0 タ イヤ の 空気 圧 

タイ ヤ の 空気 圧 が 適正 で ある か を 次 の 方 

法 で 調べ ます 。 

1 . 外観 か ら 判 断 する 目安 は 図 の と お り 
8 お 2 

過大 。 適正 過少 

2 . タイ ヤ ・ プ レッ シャ ー・ ゲ ー ジ を 使 


う 場 合 バ ルプ ・ キ ャ ッ プ を は ず し て 。, 
ゲー ジ を 空気 が 漏 ら な いよ うに バル 
プ に 導 財 5 好ま す 。 

目 も り 板 が 飛び 出し た 後 , 離し て 目 
も り を 読み ます 。 

測定 後 。 空気 が 漏れ な いこ と を 確か 
| め て キャ ッ プ を は め ま す 。 

| タイ ヤ の 標準 空気 圧 表 が 右側 セン ター・ 
ピラ ー に は っ て あり ます の で , 確認 し て 
くだ さい 。 


人 め 9 三 葵 備 の 知識 に つい て 


大 注 2 
1 . スペ ア ・ タ イヤ の 空気 圧 も 調べ て く 
だ さい 。 


2 . 高速 走行 で の タイ ヤ の 空気 圧 は 少し 
高め に し ます 。 低い と パン ク 。, 
スト を 起 し や すく な り ま す 。 

3 . チュ ー ブ レ ス ・ タ イヤ の 場合 は 。 空 
気圧 が 権 端 に 少な いと き 。 また は リ 
ム が 変形 され た と き な ど は ,。 タ イヤ 
と リム の 密着 が 悪く な り 空 気 が も れ 
る の で 特に 注意 し て くだ さい 。 

Il タイ ヤ の 溝 の 深 さ 

安全 走行 表示 が あら われ た ら タ イヤ を 早 

目 に 取り 堆 え まし ょ う 。 


バー 


安全 走行 表示 
の 溝 が 浅く な る と . 
すべ りや すく な り 
危険 で す 。 


2 排気 ガス の 色 
無色 又は 薄 青 色 …… 正常 
黒色 ……………… 混 合 気 が 沿 す ぎる た め 


の 不 完全 燃焼 で す 。 た 
還 75422 ププ ヨー ン が ご きい 
て いる と き は 異常 で は 
あり ませ ん 。 

・ オ イル が 燃 
な Ri まる 9 に だ し ん 


0 
て ヘン 気 で 白く 見 える こと が 


あり ます 。 


ーー 
工具 . と ジャ ッ キ ーー 
ニー 
画 格 納 位 軒 


本 > の > て Es 
Zi ラー リウ ー= 全 の 
條 旧 ポ 合 


液 面 が UPPER LEVEL と LOWER 
LEVEL の 間 に あ れ ば よく , 少な いと 


パオ 圭 切 乾 ュ マ 人 テレ が た さ 1 
(は 人 斑 水 を 補給 し て くだ さい 。 


「 必 


H 放 気 コ ント ロー ルレ ・ 
2 ブ - 


1200cc 車 


この バル プ で エア ・ 二 リー ガー に は い 通 


フ セ テー っ ーー た ん 
空気 の 温度 を 調整 する こと が で きま す 


エア ・ ク リー ナ ケ ー ス 右 横 の ネジ を ゆる 
め て か ら . 前 後に 移動 させ ます 。 
は 途中 で 止め な いで 前 後 い ずれ か の 端 に 
固定 し て くだ さい 。( バ ルプ ブ 操 作 は 外気 温 
15C を 基準 に し て 行ない ます 。 

1400, 1600cc 車 


バル = ニナ 


4 
* 令 夫 の 抱 一 一 
SS 本 CSKGNds を YE 
カロ ー ラ に は , 必ず ロン グラ イフ ・ ク ー 
ラン ト を ご 使用 くだ さい 。 

キャ ッ ス ル ・ ロ ング ライ フ ・ ク ー ラ ント 
は 。 准 却 水 と 不 凍 液 と を 兼ね て いま す 。 

四季 を 通じ て 使用 で き , 通常 は 2 年 また 
は 40.000km で 交換 し て くだ さい 。 

交換 する 場合 は 次 の 要領 で 実施 し て くだ 


| 1200cc 車 


冷却 水 の 交換 


1200cc 車 と 同じ く 吸 入 する 空気 の 温度 を 


調整 する こと が で きま す 。 バ ルプ ブ は 吸気 
口 右 横 の レバ ー を 前 後に 移動 きせ る こと 
に まり 調整 で きま 紀 。 


| 1400、1600cc 車 | 


レ 1 ンー ズ J 
入る, 』 
わら 、 テー と っ の 
< へ ーー っ う 、 人 回 2 
ゃ ぶ 3 和 3”  ー ヘ ーー 一 マ 
> ンプ シイ プア 
a 還 | ク > ここ 
・ 閑 
ーー 請 
の 記 E ン ン ン ン ン に ン ン リマ 
ま クム ドレ ーー シェー ヨッ クジ ク 
ラジ エー タテ ・ 
に ンー の フェ ョ ドッ ク 


2 . 水道 の 水 で ラジ エー ター 内 を 洗浄 し 


シン ジー も Mk の kk と デジ 


エー ター・ ド レー ン ・ コ ッ ク を 取り AE ジコ 

付け ます 。 ペペ ハ 《 
3. ロン グラ イフ ・ ク ー ラ ント の 注入 量 ニン ジン シン ドジ ゼー テーブ ラグ を 人 は 

は ,。 下記 の 表 を 参照 し て くだ さい 。 人 ず し て オイ ル を 出し ます 。 


0 ドレ ー ン ・ プ ラグ を 取り 付け 。 オ 
イル ・ フ ィ ラ ー・ キ ャ ッ プ を 取り 


は ず し オイ ル を 注入 し ます 。 


人 
* 令 去 hZK の f 博 給 一 一 
0 
谷 却 水 を 補給 する 場合 は 左記 の 表 の 割合 
で ロン グラ イワ ・ ク ー ラ ント を 補 粘 も て 
くだ さい 。 

| 太 注 2 


ァ に テテ 了 そ ュ ヒラ と 上 ロー ニー レ ーー に キク と 
1 . 新車 お よび 谷 却 水 X 握 伝 


T た ロリ ー プ ビ に 3 1 
= こ メ ト リツ レ は ヽ (は 大! 小 
ヽ *ー ーー キー オバ 四 ユ 去 ーー 
ーー ジ 。 ロレ 4【 ま 9 た 定 ここ! は の と コ 
時 そ = ーー / マ 。 フワ リー イェ アナ ュ > ig 
の た 邊 提 よ 呈 よ @ 


オイ ル は トヨ タ 純 正 キ ヤッ スル 製品 を ご 
使用 くだ さい 。 
S 下 オイ ル (キャ ッ ス ズ スル ・ モ ー タ ー・ オ 


イル ・ ズ スー パー・ デ ラッ クス ) 三 8 000k 
また は , 6 ヵ月 ご と (寒冷 地 お よび 過酷 


な 条件 で 使用 され る 
も 5, 000km ) 
SC,SD オ イル (その 他 の キャ ッ ス ル ・ 
モー ター・ オ イル ) 三 5.000Okm ま た は .。.6 
ヵ月 ご と に 交換 し て くだ さい 。 


場合 は SE オイ ル で 


車 を 道路 の 左 は し に よせ て 


工具 、 ジャ ッ キ , スペ ア ・ タ イヤ 
を と り 出 し ます 。 


スペ ア 。 タ イヤ 止め ネジ を 左 に 
まね し で ともり 9 出し まま 。 


ー 


輪 止め を し ます 。 
石 側 パ ンク 時 … 
左側 パン ク 時 … 


左側 前 後 の タ イヤ 
右側 前 後 の タ イ + 
ジャ ッ キ が は ずれ た と き の 和 危険 防 
RE の スマ ペデ ニダ 29 ペン 
ク し た タイ ヤ 近 く の ボ デー の 下 に 


2 


赴 き ます 。 

ホイ ー ル ・ キ ャ ッ プ を ドラ イ バ ー 
PS 

は ず し ます 。 直接 ホイ ー ル ・ キ ャ 

ッ プ に 指 を か け て 引く こと は や め 

KSIMSRGSMUOS 


ピケ キ 
フロ ント 側 


リヤ 側 


> ッ キ を セッ 


*・ し ます 。 サ イド ・ 
レー ル の 切り か き と 切 りか き の 間 
に ジャ ッ キ の 受け を は め ま す 


ーー 
ジャ ッ キ は 地面 の 平ら で 安定 で きる 所 に 


レレ 前 で ゆる め ま 
ッ ト は 手 で まわ る 位 ま で ゆ 


@ 車 の 簡単 な 手入れ と 処 


プ し て か ら は 上 車 の 下 に も 

GRbGG キ つう (ME くだ いう 
ジャ ッ キ が は ずれ る と 大 変 危 険 で 
タイ ヤ を 取り カ 


| | 生 御 PeMNA 
ンー ト 部 に 軽く 当たり 


が ガタ つか な い 程 度 ま で ナッ ト 


タ 灯 ヤ 


( せ 


締め ます 


4 キ を は ず し 、 ナッ ト は 図 の 
Ni の ウ の 3 に お わたり 、。 


5 アノ 帳 介 生ん ク あの / 


休 コ F 具 ジャ ッ キ を 玉 ず け ま し じょう づ 。 


2 ク し た タイ ヤ を 積み まし ょ う 。 
スペ ア ・ タ イヤ の 空気 圧 は 規定 空 


気圧 より 少し 高め に し で お きま し 


まう 
| 女 注意 2 
ナ 開 aeP2T ス > + ンク 修理 は チ 
2 イヤ と 修理 方 法 が ちがい ま 
3 確実 に 修理 の で きる 工場 で 行 な 


タイ ヤ ・ チ ェ ー ン は 後 2 峠 に 取り 付け ま 
す 


< 取り 付け 方 > 


人 前 輪 に 輪 止め を し 。 後 輪 を ジャ ッ 
まな ゲ アップ 


紀 コネ クタ の 折り 曲げ を 外 に し て タ 
イヤ を 回 し な が ら チ ェ ー ン を か ぶ 


愉 回 


チェ ー ン の 両端 を いっ ぱい 引っ ぱ 


っ て 連結 し ます 。 余 っ た チェ ー ン は 


ボデー に 当たる の を 防止 する た め 


< 取り は ず し 方 > 


1 


了 チェーン 


ン 


マン ド あ を 1 ほう :。。- 殺 


を と り フ ッ ク は 内 側 か ら 先 に は ず 


・ チ ェ ー ン を 装着 し て くだ 


運転 席 右 足 ち と の ヒュ ー ズ ・ ボ ックス の 


画 ヒ ュー ズ 配 線 較 


2 フク (ラッ クジ / 


人 ヾ 一 簡 単 な 車 の 手入れ と 処置 


ふた に ヒュ ー ズ 容量 と 主 回 路 名 が 記入 し 

て あり ます 。 

その ヒュ ー ズ の 受け も っ て いる 配線 全部 

が 作動 し な いと き は ヒュ ー ズ きれ と 考え 

2 も ます 。 

つ だ け 作 動 し な いと き は ,。 ラン プ 切 れ 

か また は 配線 に 不具 合 が あり ます 。 

< ヒュ ー ズ の 交換 > 

1. ヒュ ー ズ ・ ボ ックス の ふた を 取り ま 
す 。 

み 。 ヒ ュー ズ を は ず し ます 。 

3 . 切れ た も の と 同 容量 の ヒュ ー ズ を 交 
換 し ます 。 
何 度 も ヒュ ー ズ が 切れ る 場合 は , 針 
金 、 銀 紙 等 を 使用 し な いで , サー ビ 
ス 工 場 で 点検 を 受け て くだ さい 。 


eds テー ル ・ ラ ンプ 。 ヒー ター・ コ ント ロー ル ・ イ ンジ ケー タ ・ ラ ンプ 。 ラ ジオ 照明 
PE ラック パイ ロッ ト ・ ラ ンプ (メー ター 軌 明 )、 ク リア ラン ス ・ ラ ンプ 

替 2 ラテ イセ シ ス “プレ ご シャ シッ プ 。 アタ ショ トペ イシ ジ タ ー 色 ・ ラ ッ プ 
STOP 

スト タプ こ ラン ーー ホー ン 。 ス トッ プ ・ ラ ンプ 、 パ ー キ ング ・ ラ ンプ 。 ハザード ・ ウ ォ ー ニ ング ・ ラ ンプ 
LIGHTER 

シ ガ ・ ラ イタ ーー- ル ー ム ・ ラ ンプ 時計 、 シガレット ・ ラ イタ ー 

析 王 な ランダ 

RADLOS ニョ ラジ 手 対 丈 チ チ 区 

ラジ オ 

HEATER ーー 

5 お に ヒー タ 

ENGINE ウィ ンド ゥ ・ ウ ォ オッ シャ 、。 ワ イ バ パー。 ター ン ・ シ グ ナ ル ・ ラ ンプ 

コラ ジン ニン ン 。 

TURN 

WIPER ーー 一 イグ ニッ ショ ン ・ コ イル 、 ボルテージ ・ レ ギュ レー ター 

シソ ーー ジ 2 ロ ウリ フイ (の ーーー 

DEFOG 

デ み os 直 。 ニーー リ ヤー ウネ ンド みこ デア ネッ メー ター、 ゲー ジ 


すべ て 15A で す 。 


① フ ロン ト ・ タ ー ン シン ・ シ グ ナ ル ・ ラ ンプ 
(ハザード ・ ウ ォ ー ニ ング ・ ラ ンプ ) 
ピコ w 

(の クリ アラ ンス スィ ラ ンズ (2 ジジ ピ ・ バ パ 


の アカ ング 7 


ダー ジュ ジグ ナル ^ ラテ ンズ 


バル プ 類 の 交換 は レン ズ 表 面 の ネジ を は 
ず し て ,。 レン ズ を と り バ ルプ を いっ ぱい 
押し 込ん で 左 へ まわ し て は ず し ます 。 
本 に の デー ンド シグ 0 ニラ テン の な バ 
ルプ ブ は 引っ ぱっ て 取り は ず し ます 。 

バル ブ を は め る と き は バル ブ を いっ ぱい 
押し 込ん で 右 に 回 し て くだ さい 。 


①⑬① タ ー ン ・ シ グ ナ ル ・ ラ ンプ (ハザード 
2 チン バブ ) 


こも 


⑨② ス トッ プ 錠 テー ル ・ ラ ンプ 
0 ラッ ンプ ) 


語っ Pe 


| ⑧ バ ッ ク ウタ デー ダンプ 


コッ 


バル プ ブ の 交換 は トラ ンク ・ リ ッ ド を 開い 
に タタ ダグ 内 の ラング デ ・ カ パー の 3 ジグ 全 
(ドラ イー で は まし ます 。 ピン プス タ 
ケッ ト は 左 へ まわ し て 取り 出し 。 バル ブ 
は いっ ぱい 押え て 左 へ まわ し て は ず し ま 
す 。 

は め る と き は , 切り か き を あわ せ て 右 へ 
まお や も ます 。 

ダ プ ル ・ フ ィ ラ メン ト ・ バ ルプ 抜 居 み ま 
の 位置 が 左右 違い ます の で ご 注意 くだ さ 
い 。 


(〈④⑯ ラ イセ ンス ・ プ レー ト ・ ラ ンプ 


づ \ 


カバ ー の ネジ を と り レ ンズ を 取り ます 。 
バル プ ブ を 左 に まわ し て は ず し ます 。 
ルー ム ・ ラ ンプ 


カバ ー は ,。 その まま 引っ ぱる と は ずれ ま 
す 。 バ ルプ は その まま 引っ ぱっ て は ず し 


短 W (棒状 ) 


人 @ 王 簡 単 な 車 の 手入れ と 処置 


か だ っ De 
(ブル 紀 1 に つい て ニー 
の AE デー 向 記 あ 


くけ ん 引 ロ ー プ を か ける 位置 > 
ント 便 


けん 引 フ ッ ク を ご 利用 くだ さい 。 但し 一 
般 の けん 引 走 行 だ け に 使用 し . 大 き な カ 
を か ける よう な 使い 方 は し な いで くだ さい 。 
リヤ 側 


6 し か た *》 
ーー ここ だ 


けん 引 車 は 急 発進 , 急 停車 を し な いよ う 
に し , けん 引 さ れる 車 は けん 引 車 の スト 


ッ プ ・ ラ ンプ に 注意 し 常に ロー プ を た る 
ませ な いよ うに 気 を つけ まし ょ う 。 

文 注意 3 
2 2 ES 
の 場合 後 輪 を つり 上 げ る か , プロ ペラ ・ 
シャ フト を ディ ファ レン シャ ル 側 で と り 
は ず し て か ら ,。 けん 引 し て くだ さい 。 


es 
外装 の 手 入 # れ ーー 
音 か 1 
車 を 美しく 保つ に は , 日 頃 の お 肌 ( 塗 装 ) 
の 手入れ が 必要 で す 。 

ボディ ー の ほこ り は 柔らか い 布 か 毛 ば た 
00 お し まう 

傘 装 面 が 汚れ た と き は , な る べく 早く 洗 
車 を し 。 汚れ の ひど いと き は カー シャ ィ ン 
プー を 便 用 し ま よ 。 ょ う > 

塩分 や 凍結 防止 剤 が 付着 し た と き は 必ず 
洗車 し まし ょ う 。 

ワッ クス が け は 適時 行なっ て くだ さい 。 

〈 洗 車 方 法 > 

2 下 ま わり を 洗い ます 。 


十分 水 を か け な が ら , スポ ンジ か 
セー ム 度 で 汚れ を 落と し ます 。 
汚れ の ひど いと き は , ボデー 温度 
が 下っ て か ら カ ー シ ャ ンプ ー を 使 
用 し て 洗い ます 。 
塗 面 に 。 は ん 点 が 残ら な いよ う 十 
分 水分 を ふき と り ま す 。 

< ワッ クス が け > 

1 カ月 に 1 度 ま た は 水 を は じ か な 

| ざ 大 で だ だき 行 が なら 5: だ 2 だ 計 KSs 
ワッ クス が け は ボデー の 温度 が 体 

| 本 NR 

| 使用 方 法 は ワッ クス の 容器 に 記載 
され て いま すか ら , よく 読ん で お 
使い くだ さい 。 


叶 


ワッ クス は ,。 トヨ タ 純正 品 で 下記 
の 名 称 の も の を お 使い くだ さい 。 


に 2 スバ ン デ テ タグ 
ドー ワッ クス スゲ 

| オー ドッ クス ご スペ シャ ル 

スピ ビー デイ ナー オー トワ ッ ツ 2 の AO ッ 


スズ スピーディー で SS ド 
ト 友 2 琴 当 
1. ワッ クス の 中 に コン パウ ンド (細い 


ゆ ) ーー 車 の 


砂 ) の 入っ て いな いも の を ご 使用 く 
だ さい 。 

コン パウ ンド の 入っ て いる ワッ クス 
を 使用 する と 塗装 の 表面 に 細い 傷 が 
残り ます 。 


. エン ジン ・ ル ー ム 内 の 電気 系 統 に 水 
を か け な い よう に 注意 し て くだ さい 。 


エン ジン 始動 不良 の 原因 と な り ま す 。 


簡単 な 手入れ と 処置 


ーーーー ーーーーー ペー ペー ーー テーーー 


6 三 Sr リー トド ラン バス ズ ドッツ ショ ジン ーー トド 2 お ツン ・ 
トラ ンス ミッ ショ ン 

4 速 フ ロア ( ) 内 は | 5 速 フ ロア | 2 速 フ ロア | 3 速 フ ロア 
シフ ト TE 系 車 シア ドド シフ ト シフ ト 


減速 比 第 1 速 3.684 (3.587) 3.587 1.820 2.450 


第 2 束 2.050 (2.022) 2.222 1.000 


1.450 


1.383 (1.384) と 1.000 


全長 (m) | 3.995 2 一 
較 還 SS NHN ウド ニー と ac 
ーー 全高 (m ) 1.375 ー ー 
> さま 4.316 (3.484) | 3.484 | 1.820 | 2.222 
トレ ッ ド 前 (m) 22965 1 .300 2 だ 2 ei 
トレ ッ ド 後 (mm) Ii の 65 ェ ー <ー 4.556 4.300 ( ) 内 は 
4.300 (4.100) た エロ 
乗車 定員 (名 の (4.300) (4.100) TE 系 車 
= ビジ ンジ シン 
| 穫 式 名 | 3 贅 一 還 | 3KーB | 3K 一 B 5 生生 Tー-BR 2 T 2T-B 2T-BR | Si 1200. 1400。1600 
| 内 径 x 行程 (mm) 75.0x66.0 : こ 80.0X70.0 も 85.070.0 で 2 | 1200Deluxe | 耳 -Deluxe 
| 総 排 気 量 ec) 1166 ーー | ーー に に | ーー | ー | 1588 ー 3 | 6.00 一 12 一 4 PR DD HEIR 
| 縮 兵 ま 0 | NNW | 0 ト |1 86- | se | Ss <ー 9 (| eg 1! - Er PE また は 
最高 出力 PS/rpm) | 71/6.000 |77/6.600 74/6.600 86/6.000 95/6.000 、91/6.000 10076.000 105/6.000 、10076.000 | 155S R13 155S R13 


| トル ク (kg 一 m/rpm) 9.7/3.800 9.8/4、200 9.7/4.200 12.0/3.800 12.3/4.000 12.0/4.000 13.7/3.800 14.0/4.200 13.9/4.200 | 


種 1400、1600Deluxe 1200. 1600 


大 昭 庁 4 ニク 1400SL.、 GSL 
ッ テ リ ー( 案 冷 地 使用 | 12Y32AH(12V45AH) 12V35AH(12V45AH) | ar | 6 15134PR | Z7813-4PR 
使 用 ガ ソ リ ン | レギ ュ ラ ー | ハイ オク タン | レギュ ラー ー 0 衝 光 8 beー。】 > タタ ウト ジ まさ ー 1 
車両 重 両 2 
KE30 一 KR | KE30 一 KD KE30 一 CD | KE30 一 KN KE30 一 MN | KE30 一 CN _ KE30 一 KSB(R) KE30 一 MS BR) KE30 一 KRFE | KE30-KDF 


785 795 810 = | 820 825 8 20 8 30 805 8 10 


KE30-CDF | KE30-KNF | KE30-MNF 、KE30-CNF  KE30-KSFB(R)IKE30--MSFB(R) TE30-KD | TE30-CD 、 TE30-HD TE30-KN 
8 3 0 825 | ss5 | 845 | WC 0 才 ー ド : 875 880 895 875 
型式 | TE30-MN | TE30CN TE30-HN TE30-KSB(R) TE30-MSB(R) TE30 一 HS B(R) TE30-KDF 、TE30-CDF TE30-HDF TE30-KNF 
重量 (kg ) 880 | 寺 = 有 895 | 89 0 | っ 本 890 | 895 910 895 
TE30-MNF TE30-CNF 、 TE30-HNF TE30KSFB(R) TE30 一 MSFB(R) TE30 一 HSFB(R)) TE31-KN | TE31-MN TE31-HN TE31 一 KZB(R 
896 EN OS トト 0 に ニート すこ 2 の か "389 ー 895 900 
型式 TE31-MZB(R) TE31 一 日 ZB(R) TE31-KNF TE31-MNF TE31-HNF TE31 一 KZFB(R) TE31 一 MZFBR) TE31 一 HZFB(R) 
重量 (kg ) | 915 | 895 | ー | 915 EE き | 2 | 935 


900 


@ 三 仕様 と 整備 基準 値 


の ca で ーー た 
人 
020 の Ye 


< 各部 調整 値 > 
ファ ン ・ ベ ルト の た ね わ の み … 上 Qt ドー ド ーーー…ー…ー 8 一 12mm 
(ベル ト の 中 央 部 を 10kg で 押し て ) 
スパ ー ク ・ プ ラグ ・… ド ババ ………… 日 本 電 凌 W16EP 
N G K、BP5ES-L 
スパ ー ク ・ プ ラグ (間隙 )…… 上 … ド tt… 0.7 一 0.8mm 
ディ スト リ ビ ュ ー タ ー・ ポ イン ト ・ ギ ヤッ プ ……・ 0.4 一 0.5mm 


アイ ドル 回 転 数 


まま 3 則 民 り 
ーー) 


弁 す き 間 1200cc | 1400、1600cc 
( 温 間 単位 mm) 吸気 草 | 0.20 | 5 
排気 弁 0.30 0.33 

ブレ ー キ ・ ペ ダル 踏み 残り 代 1200cc 車 ………… 73mm 以 上 

1400, 1600cc 車 …85mm 以 上 

クラ ッ チ ・ ペ ダル の 遊び 1200cc 車 ………… 20 一 35mm 

1400、1600cc 車 ……25 一 45mm 

ハン ドル の 遊び … ぐ | ーー っ = に っ ccc 0 一 30mm 

タイ ヤ 残 り 潮 深き さ … ド ETTTTT 1.6mm 


| 


* 各 部 容量 > 
ルン 電 戸 み 学 ンー ネイ ル ) 1200cc 車 …… 3.52 
1400、1600cc 車 ……… 4.4 7 
メッ ズ ミツ も セ ( ギ 茎 ・ キ - 伯 ゆ 
1200cc 車 。 4 速 ……… 1.7 2 
1200cc 車 。 4 速 を 除く ……… 1.55? 
ポ 叶 トド マサ ザッ クニ トラ ンス ミッ シ 操 6529 じ 0 
2 速 オ ー ト マチ ッ ク ………… 4. 委 の 
3 速 オ ー ト マチ ッ ク …………… 6.3 7 
ナダ アル シシ シャ カル 4 人 争 ポ イド ・ ギ ヤ ・ オ イ 衣 
5 と 35 る さる 1.0/ 
ス デ ブリ シグ ・ 幸 や < あッ ク 和 2 才 先 まま 1 イ UM 0.24 
准 却 水 1200cc 車 (トニ 入 ナニー ネ ョ m ク ニー ニー ボー 6.5Z 
1400、 1600cc 車 COCCCP で ドミ ドミ ミナ ミミ ミ です で で すす です すす すす で | 4 いわ ンス 
コミ ーー ロリ リル ジン シング Z に つこ CCGCC こ CD つつ ーー ンー ロー ご ーー ここ ご ここ ここ ご の こつ ここ 50 / 


1 の つま ポチ が CN が 
* 念 の 知識 一 一 一 
で つう 生 CVE PF = 
自動 車 を ご 使用 の か た に は , 法律 (道路 
運送 車両 法 ) に により, いろ いろ な こと が 
義務 づけ られ て いま す 。 つ き に あげ た こ 
と が ら は 安全 上 , 特に 関連 の 深い こと で 
すか ら こ 注意 くだ さい 。 


e 自 動車 の 構造 装置 等 が 道路 運送 車両 
の 保安 基準 に 合っ た も の で な けれ ば 運転 
で き な い 。 

@ ドラ イ バ ー は 1 日 1 回 出発 前 に 運輸 省 
令 で 定め られ た 方 法 で 自動 車 を 点検 し な 
けれ ば な ら な い 。 (仕業 点検 ) 


@ 自動 車 を 運行 する 者 は 6 ヵ月 ご と に 
運輸 省令 で 定め られ た 基準 に し た が っ て 
自動 車 を 点検 し , 不良 個所 を 発見 し た 場 
合 は , 整備 し な けれ ば な ら な い 。 また 同 
時 に , 定期 点検 記録 簿 に 記載 し 1 年 間 保 
管 し な けれ ば な ら な い 。 (定期 点検 ) 

@ 一 般 に 乗用 車 は 2 年. 貨物 車 は 1 年 ご 
と に 運輸 大 臣 の 行なう 継続 検査 を 受け な 
けれ ば な ら な い 。 (車両 検査 ) 

@ 自動 車検 査証 の 記載 事項 に 変更 が あっ 
た と き は 、。 運輸 大 臣 が 発行 する 自動 車検 
査証 の 記入 を 受け な けれ ば な ら な い 。 
(名 儀 変更 ・ 住 所 変更 等 ) 


トヨ 夕 純正 に 
Ma と 


た ゴロ (ESBE5 


トヨ タ 純正 部 品 と は 

1. トヨ タ の 新車 に 使わ れ た 部 品 と まっ 
た く 同 じ 部 品 で す 。 

2. トヨ タ の きび し い 品 質 検査 に 合格 し 
た 部 品 で す 。 


3 . トヨ コタ の 販売 網 を つう じ て ,。 いつ で 


も どこ で も すぐ に 間に合う 部 品 で す 。 


以上 の よう な トヨ タ 純 正 部 品 を お 使い い 
た だ く こ と に よっ て 。 常に 車 の 性 能 を 維 


持 す る こと が で き ,。 客 心して 運転 し て い 
た だ け ま す 。 


これ ら の 部 品 に は . ea 


付け その 品質 を 保証 し ます 。 

トヨ タ 車 に は 。 も っ と も 適し た トヨ タ 純 
正 部 品 を お 使い くだ さい 。 

部 品 ご 入 用 の 際 は 。 トヨ タ 車 取り 扱い 販 


売店 ま 人 の マー ク の 看板 を 


掲げ た 店 で 必ず トヨ タ 純 正 部 品 と ご 指定 


くだ さい 。 
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キャ ッ ス ル 及 品 

車 の 性 能 を 十分 発揮 きせ る た め に は , 車 
に 適し た 良質 の オイ ル ・ フ ルー ド ・ グ リ 
ー ス , 不 凍 液 を 使用 する こと が 大 切 で す 。 
整備 手帳 に 示さ れ て いる オイ ル な どの 使 
用 個所 に は , キャ ッ ス ル 製 品 を ご 使用 く 
7720 さ 3VD5 

キャ ッ ス ル 製 品 は 、 トヨ タ 自 動車 が , 長 
年 の 研究 の 結果 、 市 場 に 送り 出し た も の 
で 自信 を も っ て お すす めで きる 製品 で す 。 


お E 吊 ガ ズ ス 條 雲 晴 正装 署 に つい で ーー 一 


自動 車 の 排出 ガス 中 の 汚染 物質 の 種類 と 排出 個所 は 下図 の 通り で す 。 トヨ タ ・ カ ロー 
ラ で は キャ ブレ ター,。 イグ ニッ ショ ン ・ コ イル 等 の 改良 の ほか に 。 次 の 様 な 各 壮 置 を 
取り つけ 公害 防止 に 万 全 を 期し て お り ま す 。 


燃料 タン ク と キャ ブレ タ か ら の 
菩 発 ガス 中 に HC (炭化 水素 ) 


排気 ガス 中 に 
CO (一 酸化 炭素 ) 
N O x (窒素 酸化 物 ) 
HC (炭化 水素 ) 
が 含ま れる 


H C( 炭 化 水 素 ) が 含ま れる 


1 . 燃料 茹 発 ガス 排出 抑止 装置 
フュ ー エ ル ・ タ ンク か ら 蒸 発する HHC を エン ジン の 燃焼 室 に 導い て 燃焼 させ る 装置 で 


す 。 


| 1200cc 車 


チェ ッ ク ・ バ ルプ 


| パー ジ ・ コ ント ロー ル ・ バ ルプ ブ 


2. プ ブロー バイ ・ ガ ス 思 元 装置 
クラ ンク ・ ケ ー ス 内 で 発生 し た プロ ー バ イ ・ ガ ス を エン ジン の 燃 焼 室 に 導い て 燃焼 さ 


1400, 1600cc 車 


フュ ー エ ル - タ ンク チャ コー ル ・ キ ャ ニス タ 


チッ ビッ グー フィ 2 フュ ー エ ル ・ タ ンク 


| せ . ブロ ー バ イ ・ ガ ス に 含ま れる HC の 発散 を 防止 し て いま す 。 


1200 cc 車 
1 


1400, 1600cc 車 


ーー クオ ガス 


を な 
ーー 
ーー ヘー レ テ レー ショ ン 
ABS を Au SN 
1 導 


mm プ ロー バイ カス 、 


mmmm mm mv フレ ッシュ エア 


am aa 


3. スロ ッ ト ル - ボ ポジ ショ ナ 


除く オー トマ チッ ク 車 


走行 中 減速 時 に は 混合 気 が 不 足し , 一 部 燃料 が 燃え ず に 排出 され る の で 減速 時 に スロ 
ッ ト ル ・ バ ルプ を 少し 開い て 混合 気 の 流 入 量 を 若 十 多 くし , 燃料 を 完全 燃焼 させ HH 
C の 大 気 放出 量 を 軽減 させ る 装置 で す 。 

1200 cc 車 1400, 1600cc 車 


スピ ビード セン サ 
コン ピュ ー タ 


ーー ーー シイ ノン レン コン トド ロー ルリ タン ク 


4 . 点火 時 期 制御 装置 ( スパー クコ ント ロー ル ・ バ ルプ ) 


| 1200cc 2 速 オー トマ チッ ク 車 の み | 
冷却 水温 度 に より 点火 時 期 を 制御 し N O x と HC の 発生 を 軽減 させ る 装置 で す 。 


-1 ス パー クコ ント ロー ル ・ バ ルプ 


W 三 知っ て お きた いこ と 


この 項目 で の 寒冷 地 と は , 北海 道 全 域 お よび 東北 ・ 北 陸 の 積 害 地 堂 お よび 、 その 他 の | 
地域 を 含め た 山岳 地 。 スキ ー 場 な どの 局 地 的 な 厳 春 地区 。 多 害 地区 を 対象 と し て お り 


画 湖 寒 時 の エン ジン 始動 要領 


支 始動 時 の アク セル ・ ベ ダル と チョ ー ク 
の 操作 は チョ ー ク の 項 を 参照 くだ さい 。 

支 エ ンジ ン の 回 転 が 完全 に 持続 する ま で, 
スタ ー タ ター を 回 じ で くだ さい 。 


到 スタ ー タ ー を 回 し 続け て 約 15 秒 経過 し | 


て も 始動 で き な い 場合 は 。 いっ た ん エ 
シッ ジン シャ スイッチ を OUE 所 に し 、。 し ば 
らく 時 間 を お いて バッ テリ ー の 能力 の 
回 復 を まっ て , 再 始動 し て くだ さい 。 
友 始 動 し な い 場 合 に は ガソリン の 吸い 込 
みす ぎの こと が あり ます 。 
アク セル ・ ベ ダル を 一 ば い 踏 ん だ まま 
スズ スタータ ー な 過 し で くだ さい 。 
支 エン ジン 始動 を 容易 に する た め ク ラッ 
チ ・ ペ ダル を 踏ん で エン ジン の 負荷 を 
減ら し て くだ さい 。 


ます が ,。 その 他 の 地域 に お いて も , 冬季 の 取扱 い の 参考 と し て くだ さい 。 


咽 エ ンジ ン - ウ ォ ー ム ・ ア ッ プ を 
34” な いま し ょ う 。 
厳寒 時 エン ジン が 冷え きっ た 状態 で 
車 を 走行 させ る こと は , エン ジン 各部 」 
に 大 き な 負 担 を か ける こと に な り ま す 。 | 
エン ジン の ウォ ー ム ・ ア ッ プ は 燃費 の | 
節約 の み で な く 。 エン ジン を 長持ち さ 


せる の に 効果 的 で す 。 


ン 


ン ー ン 


Se 


較 エ ンジ ン の 冷え すぎ を 防ぐ に は 
気温 に 応じ し て ラジ エー ター 前 面 に カバ 
ー を つけ る と エン ジン を 適温 に 保つ の | 
に 効果 が あり ます 。 | 

時 ドア. ドア キー の 纏 結 時 の 処置 
ドア が 凍結 し た 場合 は 無理 に 開け よう | 
と する と ドア まわ り の ゴム が は が れ た | 
り , 亀裂 する 恐れ が あり ます の で 湯 を | 


較 駐 車 時 の 注意 


か け て 氷 を 溶 か し て くだ さい 。 な お 後 
で 水分 を 十分 ふき と っ て お きま し ょ う 。 

画 走 行 時 の 注意 

支 乗 車 時 、 靴 に 付着 し た 雪 を よく 落と し 
て くだ さい 。 アク セル ・ ペ ダル 纏 結 防 
止 に 必要 で す 。 | 

娘 填 道 走行 時 フェンダー 裏側 に 付着 し | 
た 雪が 氷結 し 次 第 に た い 積 し て , ハン 
ドル の きれ が 悪く な る こと が か り ま す 。 
時 々 異常 の な いこ と を 確認 し て くだ さ 


い 。 


ドラ イブ ・ テ クニ ッ ク に つい て は ,。 "上 | 
手 な 運転 の し か た "を 参考 に , 無理 を 


し な い 運 転 を 心がけ て くだ さい 。 


支 屋外 に 長 時 間 駐 車 す る 場合 は で きる だ | 
け 車 を 風下 に 向け て 置き まし ょ う 。 


- 還 


信 寒冷 地 で の 取り 扱い 


画 走 行 前 の 点検 

寒冷 時 に は , 次 の 項目 を 仕業 点検 の 時 に 

実施 し て くだ さい 。 

支 車 の 下 を の ぞい て 。 ステ アリ ング の リ 
ンク や ブレー 者 朋 ホ ー ヌ に 付着 し た 氷 
塊 を と り 除 いて くだ さい 。 

支 エ ンジ ン 始 動 時 に アク セル ・ ペ ダル の 
作動 が 円 滑 か どう か 確認 し て くだ さい 。 

放 フ ロン ト ・ ウ イン ドッ ゥ の 氷 逢 を 除去 す 
る 際 に は ワイ パー・ プ レード が ガラ ス 
に 凍結 し て いな いか 確認 し て くだ さい 。 


画 洗 車 に つい て の 注意 

支 凍 結 防止 剤 を まい た 道路 を 走行 し た 場 
合 は 。 早め に 下 ま わり を 洗っ て くだ さ 
い 。 放置 する と 付着 し た 塩分 の た め 下 
まわ り が 腐 館 し や すく な り ま す 。 

支 洗 車 後 の 水 切 は 十分 に 行っ て くだ さい 。 
特に ドア お よび ラッ ケー ジ ・ ド ア ま まわ 
り に 注意 し て 凍結 を 防止 し て くだ さい 。 


lt i 1 
田 冬 季 の 前 後 の 点検 , 整備 
上 厳しい 寒 さと 氷雪 に 備え て 車 も 冬 仕度 が 


欠か せま せん 。 冬 を 迎え る 前 に トヨ タ の 
サー ビス 工場 で 冬季 シー ズン ・ イ ン 点 検 
を 実施 くだ さい 。 
支 冬 季 を 迎え て 必要 な 点検 整備 の 主要 項 
目 
@ バッテリ ー, 充電 系 統 の 点検 
@ 始動 系 統 、 点火 系 統 の 点検 
@ 冷却 系 統 の 点検 ( 不 凍 液 、LLC の 


濃度 等 ) 
@ エ ア ・ ク リー ナ 吸 気 コ ント ロー ル ・ 
レバ ー の 切替 


@ 冬季 用 エン ジン ・ オ イル の 切替 
@ キ ャ ブレ タ ・ チ ョ ー ク の 作動 点検 . 
調整 


@ タ イヤ ・ チ ェ ー ン の 人 準備 
@ 冬季 用 タイ ヤ , 冬季 用 ワイ パ ・ プ ブレ 
ー ド の 装着 
@ ウ イン ドゥ ・ ウ ォ ッ シャ 液 を 濃度 50 
2 の も の と 交換 
@ 下 まわ り の 点検 な ど 
友和 冬 が 終っ た ら 。 冬 の た め に 装備 し た 部 
品 を 元 に 戻し まし ょ う 。 
特に 冬季 用 ワイ パー・ ブ レー ド は 夏季 
に 使用 し な いで くだ さい 。 
な お , 冬季 の 荒れ た 路面 を 走行 し た 下 
まわ り も 点検 し まし ょ う 。 


@ 一 泰 谷地 で の 取り 扱い 


っ 
トヨ 夕 純 正 クセ 
サリ ーー 信和 ほ 語 ーー 


安全 で より 快適 な 運転 を お 楽し みい た だ 


く た め 。 いろ いろ な アク セ サ リ ー を 販売 


店 に 用 意 し て あり ます 。 
ご 注文 くだ さい 。 
@ ド ライ バー キッ ト 
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@ 道路 地図 
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@ エ マロ ー プ 
けん 引 事 態 に そなえ 


@ タ イヤ チェ ー ン 


害 道 の 安 全 運 転 に 


電気 を 使用 する アク セ サ リ ー の 配線 の 注 
意 

廊 既 設 の 配線 (ワイヤ ・ ハ ー ネ ス ) に 容量 
以上 の 負担 が か か っ て いな いこ と 。 

支 上 ヒネ 二 基 を 通っ? て いる こと 。 

支 接続 は 確実 で ある こと 。 

支 接続 部 分 は 必ず ハン ダ 付 け を し , 絶縁 
テー が 二分 お お あお ね お 4 れれ で Mo る ご と 。 

友 配 線 が 車体 と 触れ あわ な いよ うに ., 固 
定 す 各 ご 才 き 


@ ウ イン ドウ ォ ッ シャ ー フ リュ ー ド 
カー の 目 楽 視界 も スッ キリ 


@ ブースター ケー ブル 


バッ プ ヂ に 生 2 に そなえ て 


の ワラ ォ クラ ンプ 
到 や 雨降り 時 の 安全 運転 に 


@ フ ェ ン ダー ラン プ 
狭い 道 。 夜間 ドラ イブ に 


@ ト ラン クオ ー プ ナー 
車内 か ら ト ラン ク の 開 快 を 


@ ルーフ ラッ ク あの シ ー ド トカ バー @ サイ ドバイ ザー 
レジ ャ ー に , 商用 に 車内 の 演出 に 日 よ け に 。 雨よけ に 


@ カ ー ペ ッ ト 
車内 を 美しく 喪 華 に 


@ ス キー ラッ ク 
スキ ー の お 伴 に . 長 尺 物 の 運搬 に 


ニッ パー ペッ ド コンソ ー ル 
セン テリ ヤ を より スポー テ 〒 守 左 


@ ナ ン バ ー フ レー ム @ 愛車 キッ ト 
ナン バー プレ ー ト の 保護 に 愛車 の お 手入れ に 
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